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花輪ばやしが重要無形民俗文化財に指定されました。

鹿角市の花輪ばやしは日本三大囃子の一つに数えられ、平成２６年３月

１０日に「鹿角の祭り屋台行事」として国の重要無形民俗文化財に指定さ

れました。毎年８月の１９日と２０日に行われ、幸稲荷神社の祭礼祭りと

して行われます。洗練されたメロディ・華麗な笛と雄大な太鼓とともに、

絢爛豪華な屋台（山車）が町内を練り歩き、鹿角花輪駅前に１０町内の屋

台が集まると各町内の囃子の共演や審査が行われます。



１．　この年報は､消防行政の合理的な運営と消防力の充実強化のための資料とし､ 

　　併せて火災の実態や消防、救急活動の現状等を広く一般に紹介して消防行政に　

　　対する理解を深めるとともに、住民の防火意識の高揚を図るため作成した。　

２．　本書の内容中、予算関係及び人事関係については会計年度とし、その他のも

　　のは原則として暦年としたが、年月日を明示したものは、その時点での現況で

　　ある。

　　平成２６年４月

は し が き
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　          総面積は909.29k㎡で、秋田県の総面積（11,635k㎡）の7.8％に

鹿角広域行政組合圏の位置及び地勢

　　　　　　この圏域は、東北三県（青森・秋田・岩手）のほぼ中央、秋田県

　　      の北東部、奥羽山脈を形成する鹿角盆地に位置し、南は八幡平、北

　　      は十和田湖の国立公園を控え、これに連なる緑の山々と清れつな河

    　　  川に恵まれ、その自然の豊かさは「青垣山をめぐらす鹿角」の言葉

 　　     で象徴されています。

　　      あたる広さをもっています。そして、鹿角盆地の中央部を貫流する

    　　  米代川を本流として、小坂川、大湯川、熊沢川などの河川が流れ、

      　　河岸や台地に花輪、毛馬内などの市街地が開け、田園や畑地には大

     　　 小の集落が点在しており、その周りは広大な山地で平坦地の少ない

     　　 地勢となっています。

        　　気候は盆地型に属し、年間を通じて昼夜間の気温の差が大きく、

　　　　　平均気温は10℃前後、降水量は年間約1,500㎜程度であり、積雪は

　　　　　平坦地で約80㎝、積雪期間は12月から3月までです。

 　　       国立公園十和田八幡平を擁し、圏内を東北縦貫自動車道が通り、

　　　　　「鹿角八幡平」、「十和田」、「小坂」の三つのインターチェンジ

　　　　　はもとより、北東北でも有数の観光地として21世紀での産業、観光

　　　　　面の発展が期待されています。

　　　　　により、青森、八戸、弘前、盛岡などの各都市と１時間経済圏とな

　　　　　ります。また、秋田自動車道と東北縦貫自動車道に接続するため日

　　　　　本海沿岸東北自動車道に小坂ジャンクションが建設されました。東

　　　　　北新幹線、あきた北空港と相まって首都圏との所要時間が大幅に短

　　　　　縮されたことから、自然をはじめとする豊富な資源を生かし、県内
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平成２６年４月１日現在
管内の面積・人口・世帯数

至 大館市

至 大館市

至 大館市

至 仙北市

至 岩手県八幡平市

至 岩手県八幡平市

至 青森県

田子町

至 青森県弘前市・平川市

東
北
自
動
車
道

●小坂分署

●十和田分署

消防本部●

消防署

○職員１人あたりの面積：10.69k㎡
○職員１人あたりの人口： 462人
○職員１人あたりの世帯：186世帯

鹿角市
面積：707.34k㎡
人口：33,593人
世帯数：13,317世帯

小坂町
面積：201.95k㎡
人口：5,751人

世帯数：2,532世帯

十和田湖

面 積：61.1k㎡

周囲長：46.0㎞

鹿
角
市

小
坂

青森県十和田市

十和田湖

103

282

341

282

104
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XCX

鹿角広域行政組合圏域図

消防本部/消防署

十和田湖

十和田分署

小坂分署

交通案内（消防本部から）
・十和田分署 １０ｋｍ 約１０分
・小坂分署 １７ｋｍ 約１７分
・鹿角八幡平ＩＣから
弘前ＩＣまで ５８ｋｍ 約５０分

小坂J.C.T
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      年   月      
明治23年 4月鹿角郡内に消防組が創設される。
明治23年 5月花輪町消防組創設される。（２部制で１２０名の組織）                
明治26年以前私立消防組である小坂鉱山消防隊創設される。
           （明治４４年当時２部制で消防夫は３００名）   
明治28年 9月毛馬内消防組創設される。（２部制で８１名の組織）   
明治42年 9月小坂村消防組創設される。（２部制で９５名の組織）   
昭和12年 4月毛馬内消防組、消防ポンプ自動車（ダッヂブラザース）１台購入配備する。  
            鹿角市消防団第１２分団（旧毛馬内１分団）が記念保存。                       
昭和23年 7月消防団令公布となる。警防団は改組し消防団となる。             
昭和29年 7月花輪町消防団常備部が設置される。
　 小坂町と七滝村が合併し、新小坂町が発足する。                   
昭和30年 4月
            小坂町消防団初代団長に小笠原省吾氏就任。                     
昭和34年 4月小坂町消防団長に山内二郎氏就任。                             
昭和36年10月花輪町消防庁舎を新築。（鹿角市消防団第１分団、旧花輪第１分団第２部

器具置き場）
昭和39年 4月小坂町消防団に常備部が設置される。                           
昭和40年12月花輪町消防署救急業務開始。                               
昭和45年 4月十和田町消防団に常備部が設置される。                         
昭和46年 4月小坂町消防団長に多田弘氏就任。                               
昭和47年 4月
            鹿角市消防本部及び消防署を設置し発足する。           
            鹿角市消防長事務取扱に鹿角市長阿部新氏就任。                 
             

足する。   
             
            鹿角市連合消防団長に大里文雄氏就任。                         
            小坂町消防団長に山崎文夫氏就任。                             
昭和48年 4月鹿角市消防長に石木田芳郎氏就任。                             
昭和49年 5月
昭和49年11月
昭和50年 5月
            業務開始。
昭和50年 8月第２８回全県消防大会を鹿角市で開催。                           
昭和50年 9月鹿角市消防本部救助隊を設置する。                                 
昭和50年12月 救急車（２Ｂ型）１台（秋田県農業共済組合）が寄贈され、十和田分署へ
            配備する。                          
昭和51年 9月
            

昭和54年 9月鹿角市連合消防団長に関富治氏就任。                           
　
            
昭和55年 2月

昭和56年 4月
昭和56年10月救急車（２Ｂ型）１台（財団法人日本消防協会）が寄贈され、消防署へ配

備する。                           

消防の沿革

花輪町消防団常備部を廃止し、花輪町消防本部及び消防署が設置される。   

暫定措置として、消防団組織を当分の間、「鹿角市連合消防団」として発

花輪町、十和田町、尾去沢町、八幡平村の４箇町村が合併し鹿角市が誕生。  

事 　　　　　項 

発足する。（消防団員定員１，１５０人）                       
消防署八幡平分駐所（第７分団、旧八幡平第１分団第１部番屋、一部改築）

（４団、花輪、十和田、尾去沢、八幡平、３９箇分団、定員１，１３２名）      

鹿角市連合消防団（１７箇分団３９部制）が統合し、鹿角市消防団として

鹿角市花輪字高井田６４番地２に消防本部・署庁舎新築移転、業務開始。  
ポンプ車１台（日本損害保険協会）が寄贈され、消防署に配備する。  
鹿角市十和田毛馬内字上陣場７４番地１に消防署十和田分署庁舎新築移転、

秋田県総合防災訓練を鹿角市で開催。                           

救急車（２Ｂ型）１台（財団法人日本消防協会）が寄贈され、消防署へ配
備する。                           

を設置、職員（機関員）を派遣し、業務開始。
鹿角市消防長に泉谷金悦氏就任。 
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      年   月      
昭和57年 4月鹿角市消防長に奈良喜三郎氏就任。                             
昭和57年 9月鹿角市少年婦人防火委員会発足。                               
昭和58年10月東北自動車道鹿角八幡平ＩＣ開通。                             

盛岡地区広域行政事務組合と東北自動車道消防相互応援協定を締結。   
昭和59年 1月救助工作車を購入し、消防署に配備する。                       
昭和59年 5月  鹿角市消防長に山崎寛二氏就任。                               
昭和59年 7月 第３７回秋田県消防大会を鹿角市で開催。                         
昭和59年 9月東北自動車道十和田ＩＣ開通。                                 
昭和60年 2月化学車を購入し、消防署に配備する。                             
昭和60年 5月全国消防長会法制委員会を鹿角市で開催。                       
昭和60年 8月秋田県総合防災訓練を鹿角市で開催。 
昭和61年 1月鹿角市・小坂町が救急に関する覚書締結。        
昭和61年 5月 弘前地区消防事務組合・小坂町と東北自動車道消防相互応援協定を締結。   
昭和61年 6月東日本高速道路(株)（旧日本道路公団）と消防無線設備に関する確認書を             

締結。
昭和61年 7月 東日本高速道路(株)（旧日本道路公団）と東北自動車道安代ＩＣ～碇ケ関 
             ＩＣの覚書を締結。東北自動車道の全線開通に先駆けて坂梨トンネルの総  
             合防災訓練を実施する。                     
昭和62年 6月 鹿角市消防団再編成計画策定される。                           
昭和62年 7月 東北自動車道全線開通後、弘前地区消防事務組合・小坂町と坂梨トンネル
             夜間総合防災訓練を実施する。                         
昭和63年 2月  鹿角市緊急通報システム業務開始。（一人暮らし老人等世帯）     
昭和63年 7月 鹿角市消防長に阿部貫雄氏就任。                     
昭和63年10月  第１１回全国消防操法大会に鹿角市消防団第１４分団（旧十和田錦木第１
             分団第３部）が出場し、準優勝する。                                         
平成元年 4月 鹿角市消防団員の定員、任免、報酬等に関する条例の改正により消防団員   
             の定員１，０３０人。                                     
平成元年 9月 各防災関係機関及び医療機関による集団救急災害対策訓練を実施する。   
            財団法人全国消防協会東北地区支部予防広報講習を鹿角市で開催。   
平成元年10月 鹿角市・小坂町の東北自動車道消防相互応援協定を締結。         
              鹿角市・小坂町の消防相互応援協定を締結。                     
平成 2年 4月 幼年消防クラブが結成、鹿角市幼少年婦人防火委員会となる。　 
              鹿角市消防団第１分団（旧花輪第１分団）の部を統合し、４部から２部と
              なる。（消防団再編成  １７分団３８部）                                 
平成 2年10月東北自動車道小坂ＩＣ開通。小坂町消防団常備部で救急業務を開始。                            
平成 3年 2月 救急車（２Ｂ型）４ＷＤ１台（秋田県経済連農業協同組合連合会）が寄贈
             され、消防署へ配備する。   
平成 3年 4月 鹿角市消防団員の定員、任免、報酬等に関する条例の改正により消防団員   
             の定員９３０人。       

鹿角市消防長に杉澤誠志郎氏就任。                             
平成 3年 9月 
             市消防団第８分団（旧八幡平第２分団第２部、長牛）へ配備する。
平成 3年10月 平成３年度鹿角市総合防災訓練を花輪地区大町で実施する。            
平成 4年 4月

の定員８９２人。                                       
鹿角市消防長に阿部菊美氏就任。

平成 5年 1月鹿角市消防出初式を花輪地区大町に会場を変更して開催。           
平成 5年 7月第４６回秋田県消防大会を鹿角市で開催。        

小型動力ポンプ付積載車１台（財団法人日本消防協会）が寄贈され、鹿角

鹿角市消防団員の定員、任免、報酬等に関する条例の改正により消防団員   

事 　　　　　項 
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      年   月      
平成 5年 8月 湯瀬温泉地区自主防災組織が八幡平湯瀬で総合防災訓練を実施する。                 
平成 6年 4月鹿角市消防長に大里博志氏就任。                               
平成 6年 6月 鹿角市と小坂町との一部事務組合に消防・救急業務を加えた広域行政組合   
             が発足、鹿角広域行政組合消防本部として消防職員定数９８名で平成６年
             ６月１日より業務を開始する。                        
             鹿角広域行政組合消防救助隊を設置する。                           
             青森県十和田地区消防事務組合と消防応援協定を締結。       
            鹿角広域行政組合消防長に大里博志氏就任。                       
平成 6年 9月 秋田県総合防災訓練を鹿角市で開催。                           
平成 6年11月 小坂町総合防災訓練を実施。                                   
平成 7年 4月鹿角広域行政組合消防長に佐藤一彦氏就任。                     
平成 7年 6月 財団法人日本防火協会と財団法人自治総合センターから、視聴覚資機材を 
             搭載した『宝くじ号・防火広報車』１台寄贈され、消防署に配備する。  
平成 7年 8月 平成７年度鹿角市総合防災訓練を十和田毛馬内地区で実施する。    
平成 7年 9月 鹿角市消防団長に菅原徳弥氏就任。  
平成 8年 1月 秋田県緊急消防援助隊発足。秋田県消火部隊・化学消火部隊として登録す   
             る。             
平成 8年 8月平成８年度鹿角市総合防災訓練を尾去沢地区で実施する。          
平成 8年11月 救急車（２Ｂ型）４ＷＤ１台を購入し、十和田分署へ配備する。    
平成 9年 3月  救急車（２Ｂ型）４ＷＤ１台（秋田県経済連農業協同組合連合会）が寄贈
             され、消防署へ配備する。 
平成 9年 4月 鹿角広域行政組合消防長に大里勲氏就任。         
平成 9年11月消防署通信指令台を更新する。       
平成10年 3月 鹿角郡小坂町小坂字中前田６８番地１に消防署小坂分署新築移転し、業務
            を開始する。                     
平成10年 8月平成１０年度鹿角市総合防災訓練を八幡平地区で実施する。         
平成10年12月小坂町消防団長に多田勝一氏就任。          
平成11年 4月 消防職員の勤務体制を２部制から３部制へ移行する。       

高規格救急車を配置し、救急救命士が搭乗し運用を開始する。                       
鹿角市消防団第２分団（旧花輪２分団）が消防団再編成により分離し、１

            　部制から２部制に再編する。
平成11年 5月 地震災害対策訓練を実施する。                
平成11年 8月平成１１年度鹿角市総合防災訓練を大湯地区で実施する。（秋田県消防航   
            空隊参加） 
平成12年 4月 鹿角広域行政組合消防長に児玉弘志氏就任。                   
平成12年 8月 
            　
平成12年10月小坂町総合防災訓練を実施する。           
平成13年 3月 小坂町消防団長に本田隆爾氏就任。                  
平成13年10月
             配備する。                           
            　

運用していた救急車（２Ｂ型）４ＷＤ１台を秋田県消防学校へ寄贈する。 
平成14年 3月秋田県緊急消防援助隊部隊に救助隊を追加登録する。             
平成14年 7月第５５回秋田県消防大会を鹿角市で開催予定であったが、大雨の為中止と

なる。                                
平成15年 2月  消防署の救助工作車を更新配備する。　　　　　　　　　         
平成15年 3月財団法人日本消防協会より『消防団指揮広報車』を寄贈され、鹿角市消防
             団本部へ配備する。                  

空港跡地で開催され、秋田県消火部隊として訓練参加する。 
平成１２年度緊急消防援助隊北海道東北ブロック合同訓練が秋田市新屋旧 

消防署小坂分署に高規格救急車を配備し運用を開始する。また、それまで   

消防署十和田分署のポンプ車を水槽付消防ポンプ自動車（４ＷＤ）へ更新 

事 　　　　　項 
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      年   月      
平成15年 4月鹿角市消防団長に米沢将之助氏就任。                           
平成15年 8月　秋田県消防操法大会ポンプ車操法の部において、小坂町消防団第４分団万
             谷班が優勝。  
平成15年 9月秋田県総合防災訓練を鹿角市で開催。  
平成16年 4月鹿角広域行政組合消防長に齊藤寛樹氏就任。           
平成16年 6月 消防署広報車を更新配備する。            
平成17年 1月 消防署ポンプ１号車を水槽付消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅱ）へ更新配備す

る。

平成17年 4月  鹿角市消防団十和田地区毛馬内、錦木、大湯の各分団を十和田第１分団か
             ら第６分団へ名称を改訂する。                              
平成18年 4月 国道２８２号線錦木バイパス開通に伴い、火災・救急の出場区分の見直し
            をする。                

消防本部消防行財政改革により、消防署八幡平分駐所を消防署へ統合する。
「災害情報配信システム」によるメール配信サービスの運用を開始する。

平成19年 2月  消防署十和田分署の救急車（２Ｂ型）を高規格救急車（４ＷＤ）へ更新配
備する。                           

平成19年 4月鹿角広域行政組合消防長に田中孝夫氏就任。                     
消防長の階級を消防組織法の基準に基づき改正。
鹿角市消防団長に栁澤誠氏就任。                               
消防団規則改正。鹿角市消防団名称を一連番号に変更。
（鹿角市消防団第１分団～第１７分団）                  
鹿角市消防団「市民を守る魅力ある消防団づくり」基本計画を策定。
秋田県初となる機能別団員の導入、協力事業所として３社が登録される。           
鹿角市初の女性消防団員が誕生する。　                   

平成19年 8月消防署十和田分署に共動車両として、鹿角市消防団第１２分団第１部（旧
十和田第１分団第１部）の積載車を配備する。

平成19年10月消防署の指令車を指揮車へ更新配備する。
平成20年 1月消防署の救急２号車（２Ｂ型）を高規格救急車へ更新配備する。これによ

り、鹿角広域管内の救急車が全車両、高規格救急車になる。
消防署の化学車を災害対応特殊化学消防ポンプ自動車として更新配備する。
（圧縮空気泡消火装置：ＣＡＦＳ搭載型）

平成20年 3月鹿角市消防団が団員確保策として、機能別団員の導入、女性消防団員の誕
生などが評価され、消防庁長官表彰「消防団等地域活動表彰」を受賞。
「秋田県消防広域化推進計画」が策定され、鹿角市、小坂町は大館市、北
秋田市、上小阿仁村で構成されるブロックを提示され、連絡協議会が発足
する。

平成20年 4月
平成20年 6月

平成20年 7月第６６回鹿角支部消防訓練大会で鹿角市女性消防団員がカラーガード隊や
ポンプ車の機関員として揚水訓練を披露する。また、腕用ポンプでの揚水
を披露する。

鹿角市消防団第１２分団第１部に、県内最古の消防車、通称「ダッヂ」の
展示スペースを設置。

平成20年 8月消防署十和田分署の広報車を更新配備する。

事 　　　　　項 

女性消防団員によるカラーガード隊発足。
平成２０年（２００８年）岩手・宮城内陸地震により、鹿角広域行政組合
消防本部初となる緊急消防援助隊（救助隊１隊、後方支援隊１隊）が宮城
県栗原市へ出動。現場活動に従事し、行方不明者１名を発見する。

岩手県沿岸北部を震源とする地震（７月２４日発生）により、緊急消防援
助隊（救助隊１隊、後方支援隊１隊）が岩手県へ出動。活動無し。
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      年   月      
平成20年12月鹿角市女性消防団が地域づくりに貢献したことが評価され、秋田県鹿角地

域振興局長から「ふるさと鹿角・小坂いきいき地域づくり活動」特別賞を
受賞する。

平成21年 2月鹿角市消防団機能別消防団の(株)柳沢建設が消防庁長官から「消防団等地
域活動表彰」を受賞する。

平成21年 4月鹿角市消防団長に黒澤文男氏就任。                           
小坂町消防団長に成田俊昭氏就任。                  
鹿角広域行政組合特別救助隊を設置。

平成21年 8月消防署小坂分署の広報車を更新配備する。
鹿角市消防団略帽からアポロキャップへ更新する。
小坂町消防団車両未配備の班へ軽積載車を配備する。
（苦竹・余路米班を除く）

平成21年 9月小坂町消防団員数を２０２人から１９０人に定員を改正。
平成21年11月鹿角市消防団第２分団第１部（下川原）の器具置場を新築移転する。多目

的消防拠点施設として水防資材を備え、手引きポンプ、腕用ポンプを展示
する。

平成21年12月鹿角市消防団救急救助支援隊発足。（第７分団、第１６分団）
平成22年 3月携帯電話、ＩＰ電話の位置情報通知システムの運用を開始する。
平成22年 4月鹿角広域行政組合消防長に奈良俊幸氏就任。                     
平成22年 9月鹿角市消防団第２分団第２部（用野目）へ消防団救助機材搭載型車両を配

備する。
平成22年11月小坂町で消防団協力事業所の表示証を交付する。（１事業所）
平成23年 1月鹿角市で消防団協力事業所の表示証を交付する。(１０事業所)
平成23年 2月消防署小坂分署のポンプ車を災害対応水槽付消防ポンプ自動車に更新配備

する。（圧縮空気泡消火装置：ＣＡＦＳ搭載型）
消防署小坂分署に共動車両として、小坂町消防団第１分団小坂班の積載車
を配備する。

平成23年 3月

高規格救急車１台（全国共済農業協同組合連合会）が寄贈され、消防署へ
配備する。

平成23年 4月鹿角広域行政組合消防長に沢田正氏就任。  

及び、登米市へ出動。現場活動に従事する。
平成23年 6月小坂町消防団略帽からアポロキャップへ更新する。
平成24年 4月小坂町消防団員数を１９０名から１７０名に定員を改正。

鹿角広域行政組合消防長に熊谷純二氏就任。
平成24年 8月平成２４年度秋田県総合防災訓練が鹿角市を会場に開催される。
平成24年12月消防署に資機材搬送車を新規導入する。
平成25年 3月

平成25年11月

平成26年 3月

平成26年 4月鹿角広域行政組合消防長に米田均氏就任。

緊急消防援助隊（救助隊１隊、消火隊１隊、救急隊１隊、後方支援隊１隊

事 　　　　　項 

平成２３年（２０１１年）東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）により

弘前地区消防事務組合消防本部と東北道消防相互応援協定書、覚書を改正
し締結。

大曲仙北広域市町村圏組合消防本部と十和田八幡平地域における消防相互
応援協定書、覚書を改正し締結。

緊急消防援助隊（救急隊１隊、後方支援隊１隊）が宮城県本吉郡南三陸町

）が岩手県宮古市田老地区及び、山田町へ出動。現場活動に従事する。

平成２３年（２０１１年）東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）により

鹿角市消防団第７分団第２部（熊沢）に日本損害保険協会から軽積載車が
寄贈され車両更新する。

大館市消防本部と秋田自動車道（大館北ＩＣ～小坂北ＩＣ）消防相互応援
協定、覚書を締結。
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※平成10年以降を記載した
《鹿角市》

平成11年11月 勲 七 等 青 色 桐 葉 章 元 副 団 長 大 里 克 三 氏

平成12年 4月 勲 六 等 単 光 旭 日 章 元 消 防 司 令 廣 林 忠 好 氏

平成13年 4月 勲 六 等 瑞 宝 章 受 章 元 副 団 長 田 原 四 郎 氏

平成15年11月 瑞 宝 単 光 章 受 章 元 消 防 司 令 髙 橋 六 郎 氏

平成16年 4月 瑞 宝 単 光 章 受 章 元 消 防 司 令 髙 橋 七 郎 氏

平成16年10月 瑞 宝 単 光 章 受 章 元消防司令補 藤 井 喜 久 治 氏

平成17年 4月 瑞 宝 双 光 章 受 章 元 団 長 菅 原 徳 弥 氏

平成18年 4月 瑞 宝 単 光 章 受 章 元 消 防 司 令 星 川 俊 一 氏

平成18年11月 瑞 宝 単 光 章 受 章 元消防司令長 田 口 信 一 氏

平成19年 4月 瑞 宝 単 光 章 受 章 元 消 防 司 令 山 口 喜 八 郎 氏

平成19年11月 瑞 宝 単 光 章 受 章 元 消 防 司 令 工 藤 菊 良 氏

平成21年 6月 瑞 宝 単 光 章 受 章 元 副 分 団 長 加 藤 悦 郎 氏

平成21年11月 瑞 宝 単 光 章 受 章 元 団 長 米 沢 將 之 助 氏

平成22年 4月 瑞 宝 単 光 章 受 章 元 副 団 長 伊 藤 勇 氏

平成22年 2月 瑞 宝 単 光 章 受 章 元 分 団 長 糠 塚 誠 造 氏

平成22年 3月 瑞 宝 単 光 章 受 章 元消防司令長 海 沼 忠 氏

平成23年 6月 瑞 宝 単 光 章 受 章 元消防司令長 奥 村 多 喜 男 氏

平成24年 1月 瑞 宝 単 光 章 受 章 元 副 分 団 長 菅 生 省 三 氏

平成24年 1月 瑞 宝 単 光 章 受 章 元 消 防 監 齊 藤 寛 樹 氏

平成25年 4月 瑞 宝 単 光 章 受 章 元消防司令長 金 澤 秀 美 氏

平成25年 5月 瑞 宝 単 光 章 受 章 元 分 団 長 澤 田 正 司 氏

《小坂町》

平成11年 2月 勲 五 等 双 光 旭 日 章 元 団 長 山 崎 文 夫 氏

平成13年11月 勲 六 等 瑞 宝 章 受 章 元 分 団 長 工 藤 亮 氏

平成17年11月 瑞 宝 単 光 章 受 章 元 消 防 司 令 和 田 眞 氏
 
平成20年 4月 瑞 宝 単 光 章 受 章 元 分 団 長 木 村 甚 衛 門 氏

平成21年11月 瑞 宝 単 光 章 受 章 元 分 団 長 小 笠 原 吉 孝 氏

平成22年11月 瑞 宝 単 光 章 受 章 元消防司令長 川 口 正 勝 氏

平成22年11月 瑞 宝 単 光 章 受 章 元 分 団 長 清 藤 貞 夫 氏

平成23年11月 瑞 宝 単 光 章 受 章 元 団 長 本 田 隆 爾 氏

受　章  記  録
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総　　　務

　現消防庁舎の耐震性の問題、施設及び設備の老朽化などをうけ、新しい消
防庁舎を鹿角警察署の西側に建設することになりました。消防救急無線のデ
ジタル化と併せて平成２７年８月の運用を予定しています。
　新庁舎は、火災や救急をはじめ、各種災害に迅速に対応できる新たな防災
拠点として、安全性を備えた設計となっており、皆様により一層の安全、安心
性を発信できる消防庁舎を目指しております。
　また、現庁舎は解体され、救急車１台と職員４名程度を配置した南出張所（
仮称）として生まれ変わります。

　　　　　　　新消防庁舎のイメージ図



平成26年4月1日現在

在職期間

 5年10月

 5年 1月 　

 1年10月

 14年9月

 3年11月

 3年11月

 1年 

 1年 7月

 2年 1月

 0年10月

 2年

 3年

 4年

 3年

 3年

 1年

 1年

 2年

 2年10月

 3年

 1年

 1年    

 2年 1月

 2年11月

 3年

 1年

 1年

 1年

平成26年4月1日現在

階級等

所属別

歴代管理者・副管理者・消防長・消防署長一覧表

10 代 米 田 均 H26. 4. 1 （現在）

消
防
長

鹿角市副市長（現在）

H 9. 3.31

H21. 6.30

初 代

初 代

H19. 4.24

H12. 3.31

三 村 陽 一

児 玉 一

H 7. 4. 1

H 9. 4. 1

大 里 博 志

８ 代

５ 代

佐 藤 秀 朗

H 6. 6.10

（現在）

H16. 5.16

H17. 8.26

H 8. 4.24

７ 代

H17. 6.23

H12. 5. 2

H21. 3.31

H19. 3.31松 浦 春 男

大 野 佑 司

H12. 5.23

H16. 5.28

H 6. 6. 1

H 8. 5.15

３ 代

4

消

防

士

長

H24. 3.31

H23. 3.31

H12. 3.31

細 越 満

H12. 4. 1

H 6. 6. 1

阿 部 一 弘

熊 谷 純 二

沢 田 正

奈 良 俊 幸

H22. 3.31

H 7. 3.31

H21. 8. 5

H23. 4. 1

H19. 4. 1

H16. 4. 1

H21. 4.30

H 9. 4. 1

H26.3.31H24. 4. 1

H19. 4. 1

4

1

    

9

４ 代

3十和田分署

消 防 署

消
防
署
長

H19. 3.31

H16. 5.19

（現在）

H24. 3.31

H23. 3.31

H25. 3.31

大 里 勲

H22. 3.31

H14. 4. 1

H12. 4. 1 H13. 3.31

H 9. 3.31

H13. 4. 1 H14. 3.31

6

消

防

司

令

1

事 務 職 員

9

主

幹

副

主

幹

課

長

消

防

士

主

査

H16. 5.20

消

防

副

士

長

H24. 4. 1

田 中 孝 夫

1

H22. 4. 1

H25. 4. 1

H23. 4. 1小 舘 照 男

消防職員配置状況

1

6

21

5

1012

5

1 12

2

28

小 坂 分 署

４ 代

計

2

540

18 1

1

13

７ 代 畠 山 裕

10 代

９ 代

６ 代

８ 代

7

消 防 吏 員

栁 沢 政 雄

工 藤 清 一

２ 代

合 計

消 防 本 部

85

６ 代

副
管
理
者

阿 部 節 雄

18

消

防

司

令

補

海 沼 忠

初 代

９ 代

佐 藤 一 彦

大 里 勲

児 玉 弘 志

齊 藤 寛 樹

５ 代

７ 代

３ 代

消

防

司

令

長

11 代 相 馬 朗

9

金 澤 秀 美

鹿角市助役

２ 代

３ 代 奥村 多喜男

児 玉 一

H22. 4. 1

川 口 博

田 中 孝 夫

H 6. 6. 1

田 口 信 一

４ 代

６ 代

８ 代

鹿角市助役

H19. 3.31

H16. 3.31

鹿角市助役

鹿角市助役

鹿角市助役

小坂町長

鹿角市副市長

小坂町長

５ 代

２ 代

区分 氏 名

佐 藤 洋 輔

杉 江 宗 祐

歴 代

２ 代

初 代

備考退 任

管
理
者 ３ 代

H 6. 6. 1

就 任

H17. 6. 6H12. 4.25

H17. 7. 3 （現在）

　H12. 4.25
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平成26年4月1日現在

　
（鹿角広域行政組合）

　 　

内 鹿角市６名
訳 小坂町３名

　

　
（消防本部）

　

　

　

 

　

消    防    署

２名

服 務 監 察 監総　　務　　課

警 防 予 防 課

消  防  次  長

予　　　　　防

庶　　　　　務

鹿角広域行政組合消防本部組織図

議　　　会

小  坂  分  署

監 査 委 員

庶　　　　　務

消  防  本  部

副　管　理　者

消  防  署  長

通 信 指 令 室

十 和 田 分 署

管　　理　　者

９名 ２名

消    防    長

救　　　　　急

消 防 副 署 長

救          急

警 防 ・ 施 設
施　　　　　設

警　　　　　防
庶　　　　　務

予　　　　　防

予　　　　　防

警 防 ・ 施 設

救　　　　　助
救          急
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（１） 庶務に関すること。
ア　組織及び運営に関すること。
イ　消防事務の企画総務調整に関すること。
ウ　庁舎及び消防車両の集中管理に関すること。
エ　消防本部の庶務に関すること。

（２） 消防職員の任命、昇任、昇格、賞罰その他身分に関すること。
（３） 表彰に関すること。
（４） 条例規則に関すること。
（５） 行事及び会議に関すること。
（６） 文書に関すること。

ア　公印の保管に関すること。
イ　文書の収受、発送及び完結文書保存に関すること。
ウ　図書及び消防資料の整理保存に関すること。

（７） 消防予算、決算及び経理に関すること。
（８） 財産の取得及び処分に関すること。
（９） 契約及び物品の調達に関すること。
（10） 職員被服に関すること。
（11） 消防職員の公務災害に関すること。
（12） 消防職員委員会に関すること。
（13） 消防職員の研修実施に関すること。
（14)  消防職員の福利厚生に関すること。
（15） 他の課に属さないこと。

（１） 警防に関すること。
ア　火災警報の発令及び解除に関すること。
イ　消防相互応援に関すること。
ウ　警戒区域の設定に関すること。
エ　消防職員の訓練等に関すること。
オ　消防統計及び消防情報に関すること。
カ　消防施設及び消防水利に関すること。
キ　消防施設及び設備の整備計画に関すること。
ク　救急に関すること。
ケ　救助に関すること。
コ　水防に関すること。
サ　行方不明者捜索の相互連絡に関すること。
シ　消防通信に関すること。
ス　消防団の訓練等に関すること。
セ　消防計画に関すること。
ソ　緊急消防援助隊に関すること。

（２） 予防に関すること。
ア　防火推進団体の育成及び指導に関すること。
イ　防火思想の普及、防火広報に関すること。
ウ　火災損害調査及び火災原因に関すること。
エ　防火管理者及び防火対象物の指導に関すること。
オ　火災予防条例等の届出及び違反処理に関すること。
カ　火災予防条例、規則等の制定改廃に関すること。

（３） 設備、危険物に関すること。
ア　建築同意事務に関すること。 
イ　消防用設備等及び消防設備士の指導等に関すること。
ウ　危険物施設等の許認可に関すること。
エ　危険物等に係る条例、規則等の制定改廃に関すること。 
オ　液化石油ガス等販売事業及び火薬庫設置に関すること。
カ　液化石油ガス等の設備工事等の届出受理に関すること。

（４） その他警防予防課に関すること。

総 務 課

警防予防課

消防本部事務分掌
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（1）署の庶務に関すること。

（2）公印の保管に関すること。
（3）署員の服務規律に関すること。
（4）消防署の予算に関すること。

（1）警防の実施計画に関すること。 
（2）火災その他の災害の防御及び調査に関すること。
（3）署員の訓練実施等に関すること。
（4）非常警備に関すること。
（5）消防水利施設の調査及び保守管理に関すること。
（6）水防訓練実施に関すること。
（7）消防団員の訓練指導等に関すること。

（1）予防査察及び予防広報に関すること。
（2）火災の原因調査に関すること。
（3）危険物に関すること。
（4）防火対象物の消防計画に関すること。
（5）鹿角広域行政組合火災予防条例に基づく届出及び指導に関すること。

（1）消防機械器具の整備及び保守管理に関すること。 
（2）消防機械器具の部品及び燃料等の調達、管理に関すること。
（3）機械器具操作技術の指導に関すること。

（1）救急業務に関すること。
（2）その他救急全般に関すること。

（1）救助及び行方不明者捜索業務に関すること。
（2）救助隊に関すること。
（3）救助の統計及び報告に関すること。
（4）緊急消防援助隊の編成、訓練及び出動に関すること。

（1）消防通信の確保及び統制に関すること。
（2）通信施設、機器の保全に関すること。
（3）気象情報、災害情報及び救急医療情報の収集並びに連絡に関すること。
（4）火災警報に関すること。
（5）消防通信の統計及び報告に関すること。
（6）消防通信技術の調査研究に関すること。 
（7）その他通信指令の分掌として適当とする事項に関すること。

救　　　助

通信指令室

消防署事務分掌

庶　  　務

警　　　防

予　　　防

施　　　設

救　　　急
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消防本部・署庁舎

所在地：鹿角市花輪字高井田64番地2    敷地面積：2,589.00㎡ 

建物構造：鉄筋コンクリート2階建      　 延べ面積：1,023.74㎡

建築年月日：昭和49年 5月 8日

小坂分署庁舎 十和田分署庁舎

所在地：鹿角郡小坂町小坂字中前田68番地1 所在地：鹿角市十和田毛馬内字上陣場74番地1

建物構造：鉄筋コンクリート2階建     建物構造：鉄筋コンクリート2階建

敷地面積：3,700.29㎡ 敷地面積：1,287.72㎡

延べ面積：  935.57㎡ 延べ面積：  363.89㎡

建築年月日：平成10年 2月28日 建築年月日：昭和50年 3月25日

            昭和63年 3月31日増築

消防庁舎の概要
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平成26年4月1日現在  
事務職員

年
数

計

消
防
司
令
長

消

防

司

令

消
防
司
令
補

消

防

士

長

消
防
副
士
長

消
 
防
 
士

主
　
　
　
査

1年未満 3 3
1年～ 5年 14 6 7 1
6年～10年 6 6
11年～15年 9 9 　
16年～20年 26 2 12 12
21年～25年 15 2 13
26年～30年 5 2 3
31年以上 7 1 6

85 1 12 28 21 12 10 1

平成26年4月1日現在  
事務職員

年
齢

計

消
防
司
令
長

消

防

司

令

消
防
司
令
補

消

防

士

長

消
防
副
士
長

消
 
防
 
士

主
　
　
　
査

20歳未満 3 3
20歳～25歳 13 6 7
26歳～30歳 7 1 6
31歳～35歳 11 1 10
36歳～40歳 23 13 10
41歳～45歳 11 10 1
46歳～50歳 10 6 4 　
51歳～55歳 2 2
56歳以上 5 1 4

85 1 12 28 21 12 10 1
40.25 59.2 55.4 43.2 34.6 25.1 21.7 42.6

平成26年4月1日現在  

　　　　　　　　　　　消防職員勤務年数表            　　   

消防職員階級別年齢表

計

階級等 　　消　　防　　吏　　員   

消防吏員年齢別階級分布図

計

　　消　　防　　吏　　員   階級等

平均年齢

0 5 10 15 20 25

20歳未満

20歳～…

26歳～…

31歳～…

36歳～…

41歳～…

46歳～…

51歳～…

56歳以上

3

7 6

6 1

10

10

1

13

10

4 6

2

4 1

消防士

消防副士長

消防士長

消防司令補

消防司令

消防司令長

0 10 20 30

20歳未満

20歳～25歳

26歳～30歳

31歳～35歳

36歳～40歳

41歳～45歳

46歳～50歳

51歳～55歳

56歳以上

（人）

0 10 20 30

消防司令長

消防司令

消防司令補

消防士長

消防副士長

消 防 士

主 査

（人）
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平成26年4月1日現在  

(単位：千円)

26年度 25年度

3  消防費 1,816,052 926,948

　　1　消防費 1,816,052 926,948

　　1　常備消防費  702,898 716,169

1給料 286,903 286,173

2職員手当等 263,103 273,278

4共済費 93,567 97,497

8報償費 48 8

9旅費 2,666 4,008

11需用費 24,832 22,968

12役務費 5,681 6,180

13委託料 5,949 5,785

14使用料及び賃借料 5,009 4,243

16原材料費 100 100

18備品購入費 812 653

19負担金､補助及び交付金 13,549 14,964

27公課費     679 312

２　消防施設費 1,113,154 210,779

9旅費 194 7

12役務費 58 34

13委託料 16,312 52,164

14使用料及び賃借料 36 12

15工事請負費 1,096,434 158,260

16原材料費 0 0

18備品購入費 120 0

22補償、補てん及び賠償金 0 302

27公課費     0 0

消防費分類表

節款　項　目　
当初予算
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   　種　　別

階級等 消
防
司
令
長

消

防

司

令

消
防
司
令
補

消

防

士

長

消
防
副
士
長

消

防

士

そ

の

他

の

職

員

11 4 5 1 1
4 1 2 1

59 1 12 12 21 12 1
84 1 12 27 22 12 9 1
21 1 4 5 9 1 1

整備 4 3 1
18 3 7 4 2 2
65 1 12 28 19 5
67 1 12 25 21 8
66 1 12 27 19 7
64 11 27 21 4 1
17 2 10 5
54 6 27 17 4
51 6 25 17 3
59 9 27 19 4
25 1 12 10 2
25 4 9 8 4
6 3 2 1

防 火 査 察 15 1 3 9 2
消防用設備等 6 1 4 1
危 険 物 10 1 3 4 2

2 1 1
15 3 4 6 2
2 1 1

76 1 11 26 21 10 7
1 1

74 6 27 21 12 8

20 5 12 3
1 1
5 1 4
5 1 3 1

13 1 9 3
3 1 2
2 1 1
6 1 5

52 1 8 23 17 3

平成26年4月1日現在
消防職員免許所持状況

救 急 科 （ 救 急 Ⅱ 課 程） 資格
救急
関係

　　　　　　　　　

計

自
動
車

大 型 特 殊
け ん 引

事務職員　消　　　　防　　　　吏　　　　員　

大 型 一 種
普 通 一 種
自 動 二 輪
可 搬 ポ ン プ
救 急 救 命 士

予
 

防
 

関
 

係

予防技術資格者　

消 防 設 備 士 甲 種
消 防 設 備 士 乙 種

チ ェ ン ソ ー 取 扱 技 能

救
　
助
　
関
　
係

移 動 式 ク レ ー ン 技 能
玉 掛 技 能
ガ ス 溶 接 技 能

巻上げ機運転業務に係る特別講習

特 定 化 学 物 質 作 業 主 任 者

危 険 物 取 扱 者 甲 種
危 険 物 取 扱 者 乙 種 ４ 類

潜 水 士

有 機 溶 剤 作 業 主 任 者
高所作業主任者(足場組立)

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者

衛 生 管 理 者
高 所 作 業 車 取 扱 技 能

通信
関係

大 型 車 両 系 建 設 機 械 の 運 転 業 務

小 型 車 両 系 建 設 機 械 の 運 転 業 務
そ
　
の
　
他

第 ２ 級 陸 上 特 殊 無 線 技 士
第 １ 級 陸 上 特 殊 無 線 技 士

ア ー ク 溶 接 技 能
ボ イ ラ ー 技 士 ・ 取 扱 技 能

電気取扱業務に係る特別教育（低圧）

防 災 士

ア マ チ ュ ア 無 線 技 士
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　　教　　科　

　

　 　

　

　

秋田県消防学校

平成25年 4月10日～  9月20日

平成25年 5月 8日～  5月 9日

平成25年 8月 1日～  8月 9日

平成25年10月 2日～ 11月 1日

平成25年10月 9日～ 10月18日

平成25年10月21日～ 11月 1日

平成25年11月 5日～ 11月 6日

平成25年11月 11日～ 11月22日

平成25年12月 2日～ 12月 6日

平成26年 1月 8日～  2月28日

平成26年 3月20、25、26日

11

2

1

幹 部 教 育

250

3

16

特 殊 災 害 科

期　　　　間 

1

1

初 任 教 育

合 計

消防操法指導員講習

15

1

13

火 災 調 査 科 70 1

70

49

151

第 2 期

49

2

1

第 1 期24 4

3

派遣数

70

1

1

24

第 6 期

第 22 期

第 8 期

1

1

第 15 期

第 22 期

5

2

1 6

7

7

18

4

6

1

0

1

3

0

追 加 処置 認定 講習

救 助 科

ビデオ喉頭鏡追加講習

危 険 物 科

警 防 科

救 急 科

～

平

成

25

年

度

平

成

20

年

度

平

成

23

年

度

19

年

度

平

成

21

年

度

25
年
度
計

平

成

24

年

度

第 40 期

火 災 調 査 科

救 急 特 別 講 習

1

救急救命東京研修所 救急救命士教育

幹
部
教
育

新 任 消 防 長 研 修

上 級 幹 部 科

3

0

3

1

3

11

危 険 物 科

2

1

特 殊 災 害 科 1

2

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

消 防 大 学 校 救 助 科

教育課程

平

成

19

年

度

平

成

22

年

度

年　度　別

気 管 挿 管 追 加 講 習

幹 部 教 育

初 任 教 育

中 級 幹 部 科

3

特

別

教

育

秋

田

県

消

防

学

校

予 防 査 察 科

専

科

教

育

警 防 科

薬 剤 投 与 追 加 講 習

1

2

1

2 2

1

救 急 科

救 助 科

平成25年度
消防職員学校教育派遣状況

ビデオ喉頭鏡追加講習 5 5

追 加 処 置 認 定 講 習 4 4

8

消 防 操 法 指 導 員 講 習

20

1

7

3

1

1

1

1

1

3

1

2 3 3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2 3 3

1 1 1

1

1 1 1

3 3

1 1

14 18 18

2

第 45 期

14

1

3

1

4

備  考

118

12

第 67 期

実 施 時 間

800
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　　　　　　　　　　　消防車両等一覧表 　　　平成25年4月1日現在

　

 

　

施　　設

　平成２１年１１月鹿角市消防団第２分団第１部（下川原）の器具置場を新築移転し、
多目的消防拠点施設として水防資材を備え、手引きポンプ、腕用ポンプを展示しまし
た。



平成26年4月1日現在
名称 指揮車
購入年月　平成19年10月
車名 日産キャラバン
出力 130ps
気筒数 4
装備 照明灯、ルーフキャリア
駆動方式 四輪駆動

　
名称 本部広報車
購入年月　平成12年9月
車名 日産プレサージュ
出力 150ps
気筒数 4
装備 照明灯
駆動方式 四輪駆動

名称 消防団広報車
購入年月　平成15年3月
車名 日産ブルーバードシルフィー 
出力 120ps
気筒数 4
駆動方式 二輪駆動
備考 日本消防協会寄贈　

　
名称 資機材搬送車
購入年月　平成24年12月
車名 いすゞエルフ
出力 110ps
気筒数 4
駆動方式 四輪駆動
装備 ウイングボディー、マルチゲート
ぎ装
対空表示 秋田鹿角搬送
その他 緊急消防援助隊登録車両
名称 広報車
購入年月　平成16年6月
車名 日産エクストレイル
出力 150ps
気筒数 4
駆動方式 四輪駆動

　

消

防

署

いすゞ車体、北村製作所、新明和工業

　　　　　　　　　　　消防車両等一覧表 　　　

消

防

本

部
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名称 水槽付ポンプ自動車
購入年月　平成4年12月
車名 日野レンジャー
出力 195ps
気筒数 6
駆動方式 四輪駆動

積載水2,000ﾘｯﾄﾙ　放水銃
照明灯、三連梯子自動昇降装置

ポンプ 日本機械工業株式会社

名称 ポンプ１号車
購入年月　平成17年1月
車名 日野レンジャー
出力 225ps
気筒数 6
駆動方式 四輪駆動

パワーゲート、照明灯
積載水900㍑

ポンプ 日本機械工業株式会社
対空表示 鹿角ポ１
名称 ポンプ２号車
購入年月　昭和61年12月
車名 三菱キャンター
出力 110ps
気筒数 4
駆動方式 四輪駆動
装備 パワーゲート
ポンプ 日本機械工業株式会社

　
名称 救助工作車　
購入年月　平成15年2月
車名 いすゞフォワード
出力 225ps
気筒数 6
駆動方式 四輪駆動
装備 照明、クレーン、ウインチ、噴霧装置
ぎ装 日本機械工業株式会社
対空表示 秋田Ｒ４
その他 緊急消防援助隊登録車両
名称 化学車
購入年月　平成20年2月
車名 日野レンジャー
出力 220ps
気筒数 6
駆動方式 四輪駆動
装備 積載水1,500㍑ 薬剤Ａ30㍑ 薬剤Ｂ500㍑
ポンプ 日本機械工業株式会社
対空表示 秋田化２
その他 緊急消防援助隊登録車両

消

防

署

装備

装備
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名称 救急１号車
購入年月　平成20年2月
車名 トヨタハイメディック
出力 151ps
気筒数 4
駆動方式 四輪駆動
装備 高規格仕様
対空表示 秋田Ａ１５
その他 緊急消防援助隊登録車両

名称 救急２号車
購入年月　平成23年3月
車名 トヨタハイメディック
出力 151ps
気筒数 4
駆動方式 四輪駆動
装備 高規格仕様
その他 全国共済農業協同組合連合会寄贈

　
名称 十和田水槽付ポンプ自動車
購入年月　平成13年9月
車名 いすゞフォワード
出力 225ps
気筒数 6
駆動方式 四輪駆動

積載水2,000㍑　三連梯子自動昇降装置
照明灯

ポンプ 日本機械工業株式会社

名称 十和田救急車
購入年月　平成19年1月
車名 トヨタハイメディック
出力 151ps
気筒数 4
駆動方式 四輪駆動
装備 高規格仕様
対空表示 秋田Ａ１２

名称 十和田広報車
購入年月　平成20年7月
車名 三菱デリカ
出力 170ps
気筒数 4
駆動方式 四輪駆動

十

和

田

分

署

消

防

署

装備
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1
1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1台 0台 2台 1台 1台 4台 2台 5台 1台 1台

名称 小坂水槽付ポンプ自動車

購入年月　平成23年2月

車名 日野レンジャー

株式会社モリタ製造

対空表示 秋田Ｔかづの

その他 緊急消防援助隊登録車両
名称 小坂救急車

小

坂

分

署

出力 220ps

気筒数 6

駆動方式 四輪駆動

装備 積載水2,000㍑　薬剤Ａ20㍑

ポンプ

気筒数 4
駆動方式 四輪駆動
装備 高規格仕様

購入年月　平成13年10月
車名 日産パラメディック
出力 125ps

名称 小坂広報車
購入年月　平成21年7月
車名 三菱デリカ
出力 170ps
気筒数 4
駆動方式 四輪駆動

5
年
以
上

7
年
以
上

1
0
年
以
上

1
5
年
以
上

2
5
年
以
上現在経過年数

　

消防車両の使用経過年数状況

配備年
平成26年4月

1
年
未
満

1
年
以
上

2
年
以
上

3
年
以
上

4
年
以
上

消
防
署

資機材搬送車 平成24年12月 1年 4月
広報車 平成16年6月

本
部

指揮車 平成19年10月 6年 6月
本部広報車 平成12年9月 13年 7月
消防団広報車

9年 10月
水槽付きポンプ自動車 平成4年12月 21年 4月

平成15年3月 11年 11月

救助工作車 平成15年2月 11年 2月
化学車 平成20年2月 6年 2月

ポンプ１号車 平成17年1月 9年 3月
ポンプ２号車 昭和61年12月 27年 3月

平成19年1月 7年 3月
広報車

救急１号車 平成20年2月 6年 2月
救急２号車 平成23年3月 3年 1月

鹿角広域行政組合消防本部保有消防車両総数 18台

12年 5月
広報車 平成21年7月 4年 9月

平成20年7月 5年 9月
小
坂
分
署

水槽付きポンプ自動車 平成23年2月 3年 2月
救急車 平成13年10月

十
和
田
分
署

水槽付きポンプ自動車 平成13年9月 12年 7月
救急車

-22-



                        消防水利状況      

水利区分 

150㎜ 40㎥ 40㎥ 40㎥ 40㎥

管轄別 以上 未満 （基準） 以上 未満 以上 未満

消 防 署 小 計 160 229 (163) 167 14 10 3 13

花 輪 71 98 (85) 67 2 2 7

尾 去 沢 61 86 (54) 21 10 2

八 幡 平 28 45 (24) 79 2 8 3 4

十和田分署小計 73 129 (47) 71 2 0 0 8

毛 馬 内 41 59 (29) 15 5

大 湯 19 46 (8) 31 2

錦 木 13 24 (10) 25 2 1

小坂分署小計 49 75 (33) 51 1 0 0 3

上向・十和田湖 4 14 (6) 8 1

中 央 18 31 (15) 21 1

川 上 15 15 (1) 6 1

七 滝 12 15 (11) 16 1

合　　　計 282 433 (243) 289 17 10 3 24

※消防水利の基準(消防法第20条第1項）

指定外
水　利

  消防水利は、常時貯水量が40㎥以上又は取水可能水量が毎分1㎥以上で、かつ、連続40
分以上の給水能力を有するものでなければならない。

平成26年4月1日 現在

  消火栓は、呼称65の口径を有するもので、直径150mm以上の管に取り付けられていなけ
ればならない。ただし、管網の一辺が180m以下となるように配管されている場合は75mm以
上とすることができる。

防火水槽

有蓋 無蓋布設管径

消火栓

150㎜
プール
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袋

枚

枚

枚

枚

枚

丸

丁

丁

丁

㎏

丁

本

本

本

本

本

本

丁

丁

丁

本

本

枚

枚

丁

丁

台

袋

袋

台

倉 庫 名
品　名

鹿角郡小坂町小坂字中前田６８番地３

剣 ス コ ッ プ

杭 木

水防倉庫名

小 坂 小　坂　川

む し ろ

建築年月日河　川　名

100

大　湯　川

米　代　川

米　代　川
花 輪

平成11年3月18日

長 木 ２ m

長 木 ３ m

長 木 ４ m 6

21

2

鈍 線

21

水防倉庫資材状況

水防倉庫所在地一覧

地 区 名

鹿角市花輪字新田町１１番地４

設　置　場　所

鹿　角　市

計小　坂十和田

172

鹿角市十和田毛馬内字上陣場９番地５

下　川　原 平成21年11月20日

十 和 田 昭和36年1月23日十　和　田

2250

小　　　坂

玉 縄

下川原

72

単位

7

1

50

鹿角市花輪字下川原３５番地４

1100

角 ス コ ッ プ

掛 矢

竹

鉈 鎌

ロ ー プ

189

45

6

12

23

5

鹿角市

28

80

Ｓ Ｂ パ イ ル

絶 縁 ペ ン チ

斧

鉈

840

13

3

21

1

2

6

1

5

鋸

16

366

22

ハ ン ド マ イ ク

道 具 袋

防 火 用 具 袋

一 輪 車

も っ こ

ビ ニ ー ル シ ー ト

5

2

つ る は し

唐 鍬

18

40 40 

723

10070

16269

71

2012

2

22

962450

13

5218

311

3535

1462

11

16453579

73

30030

4

3111

5

66

2

3818137

3736

Ｐ Ｅ 土 嚢 袋 1,750 450 356

7

3,407 5,963

83917626532

72101430

平成26年4月1日 現在

平成26年4月1日 現在

199 1,720

356 56220

Ｐ Ｐ ク ラ ン プ 袋

115 306

ビ ニ ー ル 袋

麻 袋

土 嚢

0

0

平成22年2月12日
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　秋田県では、東日本大震災を受け、教育機関等における防災
教育を支援し、より実戦的な防災知識の普及啓発を図るため、
地震の揺れを体験できる「地震体験車」を導入しました。
　地震体験車とは、様々な地震動をリアルに再現する装置を車
輌に搭載し、いつでもどこでもたくさんの人に地震の実態や地
震に対する備えなどを総合的に伝えることのできる車です。

　鹿角市、小坂町でも各地のイベントや、自衛消防訓練等で多
くの市民の方に体験してもらえるよう計画しております。

予  　防



　　　　　　　市　町　別

　防火対象物の用途 鹿角市 小坂町 鹿角市 小坂町 鹿角市 小坂町

イ　劇場・映画館等 1

ロ　公会堂又は集会場 87 6 5 4

イ　キャバレー等

ロ　遊技場・ダンスホール 4

ハ  性風俗関連特殊営業店舗等

ニ　カラオケボックス等

イ　待合・料理店等 1

ロ　飲食店 28 2 1 1 1 1

４   　百貨店又はマーケット等 80 7 17 4 13 4

イ　旅館・ホテル等 32 15 14 7 11 5

ロ　寄宿舎・共同住宅等 157 13 12 2 9 1

イ　病院・診療所等 19 2 18 2 7

ロ　福祉施設等（障害程度が重い） 19 6 14 3 4 1

ハ　福祉施設等（障害程度が軽い） 30 6 19 3 10 1

ニ　幼稚園・特別支援学校等 2 1 1

７   　学校関係 17 1 1 1 1

８   　図書館・博物館等 6 2 3 2 3

イ　蒸気浴場・その他

ロ　イ以外の公衆浴場 9

１０   　車両停車場等 1 2 1

１１     神社・寺院等 33 3

イ　工場・作業場 190 52 8 5 8 2

ロ　スタジオ 4 3

イ　自動車車庫・駐車場 16 2

ロ　飛行機等の格納庫

１４   　倉庫 146 25 1 1

１５ 　　前各項に該当しない事業所 143 63 15 2 12 2

イ　複合用途防火対象物 239 19 20 12 16 7

ロ　イ以外の複合用途防火対象物 83 8 1 2 1 1

3 4 4 1

1,346 236 155 51 105 27

９

１２

１３

１６

そ　　　の　　　他

合　　　　　計

１

２

３

５

６

防火対象物及び立入検査状況（１５０㎡以上）
※立入検査を複数回実施して

いる防火対象物があります 平成25年度

防 火 対 象 物 立入検査実施数 違反対象物数

-25-



区　分

製造所の別

営  業

自  家

8 1

7

6

27

10

件数

8

8

36

1譲 渡 引 渡 届

6

38

6

36

設 置 許 可 指 令

3

変 更 許 可 申 請

設 置 許 可 申 請

38

13

4

2

危険物製造所等の立入検査状況

消防法令等による許可申請等の状況
平成25年度

平成25年度

1 1

25

危険物保安監督者解任届

危 険 物 種 類 数 量 変 更 届

変 更 完 成 検 査 済 証

危険物仮貯蔵仮取扱承認

変 更 許 可 指 令

設 置 完 成 検 査 申 請

設 置 完 成 検 査 済 証

変 更 完 成 検 査 申 請

廃 止 届

仮 使 用 承 認

危険物保安監督者選任届

148

危
　
険
　
物
　
製
　
造
　
所
　
等

338

火災とまぎらわしい行為届出

少 量 危 険 物 貯 蔵 取 扱 届

24

454消防用設備等点検結果報告書

り 災 証 明

42

24

件数

58

種　　　　　別

工事整備対象設備等着工届

消 防 用 設 備 等 設 置 届

消 防 用 設 備 等 検 査 済 証

27

防 火 管 理 者 選 任 届

防 火 管 理 者 解 任 届

67

消 防 計 画 届

防 火 対 象 物 使 用 開 始 届

自 衛 消 防 訓 練 通 知 書

127

69

66

3

105 33 10

4 6

9 1

5

11

16

22

1

総　施　設　数

22

1

96

45

4

7 12

3

種　　　　　　別

給 油

1

1

30 11

5

10

合　　計

取
扱
所

一　　　般

5 223

1

66

屋　　  内

鹿角市

製　　造　　所

貯
　
蔵
　
所

屋外タンク

地下タンク 1

屋      外

簡易タンク

移動タンク

違反施設数

鹿角市

1

 廃　　　　止

小坂町

2

8

鹿角市 小坂町

1

10

立入検査実施数

鹿角市 小坂町

1

小坂町

屋内タンク

11

1

1

1

2

27 9

38

1
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平成25年度

　防火対象物の用途 鹿角市 小坂町 計

イ　劇場・映画館等

ロ　公会堂又は集会場 2 1 3

イ　キャバレー等

ロ　遊技場・ダンスホール

ハ  性風俗関連特殊営業店舗等

ニ　カラオケボックス等

イ　待合・料理店等

ロ　飲食店

４   　百貨店又はマーケット等 1 1 2

イ　旅館・ホテル等

ロ　寄宿舎・共同住宅等 2 2

イ　病院・診療所等

ロ　福祉施設等（障害程度が重い） 2 2

ハ　福祉施設等（障害程度が軽い） 6 6

ニ　幼稚園・特別支援学校等

７   　学校関係

８   　図書館・博物館等 1 1

イ　蒸気浴場・その他

ロ　イ以外の公衆浴場

１０   　車両停車場等

１１     神社・寺院等

イ　工場・作業場 5 5

ロ　スタジオ

イ　自動車車庫・駐車場 2 2 4

ロ　飛行機等の格納庫

１４   　倉庫 4 2 6

１５ 　　前各項に該当しない事業所 15 7 22

イ　複合用途防火対象物 2 2

ロ　イ以外の複合用途防火対象物 1 1 2

40 5 45

82 20 102

建築同意状況

１

２

上 記 以 外 の 住 宅 等 建 築 物

合　　　　　計

１６

１３

１２

９

６

５

３
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鹿角市 小坂町 鹿角市 小坂町 鹿角市 小坂町

イ 劇場・映画館等 1 1

ロ 5 2

２項 ロ 遊技場・ダンスホール 2 1

３項 ロ

４項 百貨店・マーケット等 8 1 2 5

５項 イ 旅館・ホテル等 9 2 3 1 5 1

６項 イ 3 2

16項 イ 複合用途防火対象物 12 3 2

17項

40 6 10 1 13 1

（人）

計

68

　

　

12,225

病院・診療所等

甲種防火管理者再講習受講状況

住宅用火災警報器設置調査状況

年　次 平成１８年度～平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

受講者数 7

重要文化財等

9

※　平成１８年４月１日から収容人員が３００人以上の特定防火対象物の防火管理者は
５年ごとの再講習が義務付けられました。

52

合　　　　　計

防火対象物定期点検報告制度状況
平成25年度

特例認定数点検基準適合数

飲食店

１項

対 象 物　　　　　　　　　　　　市 町 別
防火対象物の用途

公会堂・集会場

79.7%

80.3%

設置率(%）

平成26年4月1日時点

79.6%

※推計普及率は総務省消防庁発表

秋田県

78.9%

全国

79.8%75.3%平成25年6月時点

鹿角広域

市町村別

小坂町

推計普及率

鹿角市

合計

総世帯数

12,916

2,416

15,332

設置世帯数

10,284

1,941
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（件）

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25

た ば こ 2 1 1

た き 火 1

火 あ そ び 1

コ ン ロ 1 1 1

ボ イ ラ ー 1 1

こ た つ 1

風 呂 ・ か ま ど

屑焼き不始末等 6 2 4

ス ト ー ブ 1 2 2 2 2

煙 突 ・ 煙 道 1 1

電 気 配 線 1 1

放火・放火疑い 2 1 1 1

そ の 他 7 2 9 3 8

不 明 ・ 調 査 中 4 3 3 7

 　合　　計 23 11 17 13 24

過去５年間の火災原因

0 10 20 30

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25
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　　　 月別

　区分

1 0 1 2 4 5 1 3 1 0 2 4 24 13 11

建物 1 1 1 3 2 4 12 11 1

林野 2 3 2 7 1 6

車両 1 3 1 5 1 4

その他 0 0 0

119 1 1 4 3 1 1 1 4 16 9 7

加入電話 1 2 1 4 4 0

その他 1 2 1 4 0 4

職員 18 10 48 123 102 68 5 62 105 541 289 252

団員 68 16 177 27 418 150 196 1,052 739 313

自動車 3 3 11 7 5 1 8 8 46 34 12

小型 2 1 3 13 5 7 31 35 -4

全　焼 1 2 3 3 0

半　焼 0 2 -2

部分焼 1 1 2 -1

ぼ　や 1 1 1 0

全　焼 1 1 1 1 4 5 -1

半　焼 1 1 2 0 2

部分焼 1 3 3 7 2 5

ぼ　や 1 1 1 0

全　損 1 2 3 4 -1

半　損 0 2 -2

小　損 1 1 2 4 -2

2 2 8 12 29 -17

建築物（㎡） 82 151 21 1,294 600 617 2,765 1,286 1,479

表面積（㎡） 6 1 5 35 47 51 -4

林　野（ａ） 5 1,200 123 1,328 11 1,317

車　両（台） 1 3 1 5 2 3

1 1 2 1 1

1 1 1 3 2 1

建　物 878 1,976 22 33,475 35,923 10,228 82,502 33,047 49,455

収容物 499 804 173 12,320 6,438 1,483 21,717 6,817 14,900

その他 20 2,826 2 250 3,098 582 2,516

合　計 1,377 0 20 0 2,780 2,826 197 45,795 250 0 42,361 11,711 107,317 40,446 66,871

　月別火災状況

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

前
　
年

前
年
比

合
計

平成２５年

件　　　　　　数

火災種別
（件）

10
月

11
月

12
月

覚知別
（件）

出動人員
（人）

放水ポンプ
（台）

焼損
棟数
（棟）

住宅

非住家

負　　傷　　者（人）

損害見積額
（千円）

り災世帯
（世帯）

り災人員（人）

焼損面積

死　　　　　者（人）
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平成26年4月1日現在
№ 少 年 消 防 ク ラ ブ 会員数(人) № 会員数(人)

1 　湯瀬少年消防クラブ 17 1 98
2 　茜町少年消防クラブ 17 2 19
3 　館子供会 21 3 8
4 　下モ平子供会 32 4 91
5 　花輪北小学校 154 5 45
6 　小枝指子供会 18 6 41
7 　花輪小学校 460 7 37
8 　松館子供会 23 8 51
9 　松山子供会 14 9 156
10 　西道口子供会 30 10 67
11 　石鳥谷子供会 13
12 　甚兵エ川原子供会 3 613
13 　神田子供会 13
14 　用野目子供会 33
15 　谷内子供会 31 № 会員数(人)

16 　長牛・桃枝子供会 7 1 　舘婦人防火クラブ 12
17 　上台子供会 17 2 　湯瀬婦人防火クラブ 11
18 　沢尻子供会 6 3 　小枝指婦人防火クラブ 13
19 　林崎・樫内子供会 9 4 　松館婦人防火クラブ 7
20 　古川子供会 16 5 　下モ平婦人防火クラブ 15
21 　上山・水晶山子供会 17 6 　蟹沢婦人防火クラブ 26
22 　小割沢子供会 0 84
23 　夏井子供会 19
24 　長嶺子供会 31
25 　新田町３区子供会 15
26 　舟場３区子供会 8
27 　下川原子供会 25 52
28 　長野子供会 6 1,864
29 　市街地子供会 16
30 　土深井子供会 4
31 　三の丸子供会 28
32 　瀬田石子供会 10
33 　新田・砂派子供会 2
34 　二本柳子供会 1
35 　東町子供会 37
36 　冠田・曲谷地子供会 14

1,167

花輪市街地 1月4日
秋の火災予防週間防火ＰＲ
平成25年度秋田県婦人防火研修会 秋田県庁 10月25日

毛馬内定期市場

   会 員 数 （人）

平成25年度

役員会に出席

活動状況

平成25年度秋田県婦人防火クラブ連絡協議会 秋田県庁 8月1日
第65回秋田県消防協会鹿角支部消防訓練大会 鹿角市役所駐車場 7月7日

事　業　名

合　　　計 

消防出初め式
幼少年婦人防火クラブ10名参加鹿角市婦人防火クラブ交流会 ホテル茅如荘 2月28日

 場　所 実施日 内　　　　容
鹿角市幼少年婦人防火委員会会議 消防本部 6月26日 委員9名出席

婦人防火クラブ2団体9名が参加

受付等の協力参加

婦人防火クラブ2団体6名が参加
毛馬内幼少年消防クラブによる火災予防ＰＲ11月7日

　錦木保育園幼年消防クラブ

　わかば保育園
　尾去沢保育園幼年消防クラブ

  八幡平なかよしセンター幼年消防クラブ

  大湯保育園幼年消防クラブ
  花輪さくら保育園幼年消防クラブ

合　　　計

鹿角市幼少年婦人防火クラブ

  加　入　団　体

合　　　計

婦 人 防 火 ク ラ ブ

　毛馬内保育園幼年消防クラブ

幼少年婦人防火クラブ加入団体

幼 年 消 防 ク ラ ブ
　花輪にこにこ保育園幼年消防クラブ

　平元保育園幼年消防クラブ
　柴内保育園幼年消防クラブ
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 門的な訓練を受けた医療チームです。　

救   急

ＤＭＡＴと鹿角広域行政組合消防署救急隊員との訓練風景

  平成２４年８月３０日、秋田県総合防災訓練で、かづの厚生病医院と鹿角広域行政組合消防

  ※ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム　Disaster Medical Assistance Team）とは、医師、看護師、業

  務調整員（医師・看護師以外の医療職及び事務職員）で構成され、大規模災害や多傷病者が

  署との災害拠点病院受入訓練を実施しました。

 発生した事故などの現場に、急性期（おおむね48時間以内）に活動できる機動性を持った、専



救急出動状況

救急出動件数

搬送人員

不搬送件数 　　１２１件

１，３４６件

１，２４５人

平成２５年

一日平均出動件数 　  ３．７件

救急小隊別出動内訳

平均現場到着時間 　　９．３分

バイスタンダーによる応急手当・救命処置数

0 15 30 45 60

異物除去

止血

人工呼吸・心肺…

ＡＥＤによる除細動

その他

３件

１５件

５９件

０件

２０件

66

50

60 59
55

56

38

66

38

67

71
68

46

36
31 31

36
30

35
40 40

30

42

27

21

11

19
17 20 17 15 17

20 21

25 25

0

30

60

90

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

本署救急小隊（2小隊） 十和田救急小隊 小坂救急小隊
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133 1 8 2 23 2 89 7 1

11 1 1 1 7 1

123 8 2 23 1 82 7

97 4 2 5 10 1 63 12

7 1 1 5

90 3 2 5 10 58 12

110 1 10 1 10 1 65 19 3

12 1 3 1 4 3

99 8 1 10 61 19

107 1 7 2 17 4 63 12 1

17 2 3 2 9 1

92 1 7 2 14 2 54 12

111 1 2 5 19 1 1 70 11 1

10 1 2 2 1 1 2 1

103 5 18 1 68 11

103 1 8 3 22 1 58 8 2

14 1 3 2 6 2

94 9 3 21 1 52 8

88 7 1 18 2 53 7

6 1 1 4

82 6 1 18 1 49 7

123 1 12 1 2 18 3 71 14 1

9 1 1 6 1

116 13 1 3 18 2 65 14

98 8 2 1 15 1 64 7

7 1 1 5

92 8 2 1 15 59 7

118 1 1 4 1 14 1 1 76 19

7 1 1 5

113 1 6 1 14 1 71 19

138 1 17 1 22 1 81 12 3

13 1 3 1 5 3

129 18 1 21 1 76 12

120 3 4 17 83 13

8 3 1 4

112 3 17 79 13
1,346 10 0 4 94 15 9 205 2 18 836 141 0 0 12

121 10 0 2 17 1 0 7 0 10 62 0 0 0 12
1,245 0 0 2 94 15 10 199 2 8 774 141 0 0 0

３
月

出動件数

不搬送件数

搬送人員

１
月

搬送人員

月
 
別

資
機
材
搬
送

区
　
分

搬送人員

交
通
事
故

加
　
　
害

　
種
　
別

合
　
　
計

運
動
競
技

自
損
行
為

一
般
負
傷

出動件数

不搬送件数

月　別　救　急　活　動　状　況　調

（単位：件・人） 【平成２５年　鹿角広域消防本部全救急隊】

２
月

出動件数

不搬送件数

その他

救　　急　　事　　故　　種　　別

転
院
搬
送

医
師
搬
送

そ
の
他

火
　
　
災

自
然
災
害

水
　
　
難

急
　
　
病

労
働
災
害

４
月

出動件数

不搬送件数

搬送人員

５
月

出動件数

不搬送件数

搬送人員

６
月

出動件数

不搬送件数

搬送人員

７
月

出動件数

不搬送件数

搬送人員

８
月

出動件数

不搬送件数

搬送人員

９
月

出動件数

不搬送件数

搬送人員

搬送人員

10
月

出動件数
11
月

出動件数

不搬送件数

不搬送件数

出動件数

不搬送件数

搬送人員

搬送人員

計

出動件数

不搬送件数

搬送人員

12
月
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19年
20年
21年
22年
23年
24年
25年

（単位：件）

月 別 事 故 種 別 救 急 出 動 状 況 調

事故種別救急出動件数の推移（過去７年間）

（単位：件） 平成２５年

0

20

40

60

80

100

120

140

160

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

89

63 65 63 70 58
53

71
64

76 81 83

8

4 10 7
5

8
7

12

8

4

17 4

23

10
10 17

19
22

18

18

15
14

22

17

13

20

25 20 17
15

10

22

11

24

18

16

急病 交通事故 一般負傷 その他

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年

908 888 885 964 939 914 836 

95 89 109 
109 

101 82 
94 

180 152 178 
208 218 

218 
205 

208 
215 186 

191 207 
212 

211 

急病 交通事故 一般負傷 その他
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急病 交通事故 その他

0時～2時 32 2 5

～4時 22 3 7

～6時 41 0 18

～8時 75 13 31

～10時 125 9 52

～12時 91 16 75

～14時 65 14 41

～16時 64 15 48

～18時 61 6 37

～20時 92 6 31

～22時 51 3 21

～24時 55 7 11

合計 774 94 377

（単位：人）

年別・曜日別出動状況(出動件数)

（単位：件）

事故種別・時間別・傷病者搬送状況（搬送人員）

平成２５年

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

190 196 197 194 191 183 195

206 182 205 191 219
187

236

219
182

224
200 188 225

227

218

186

203
194

232 234
205

22年

23年

24年

25年

0 50 100 150 200

～24時

～22時

～20時

～18時

～16時

～14時

～12時

～10時

～8時

～6時

～4時

0時～2時

急病 交通事故 その他
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新生児 乳幼児 少年 成人 老人

0～28日未満 28日～7歳未満 7～18歳未満 18～65歳未満 65歳以上

急 病 0 16 20 160 578

交通事故 0 0 7 60 27

そ の 他 3 13 11 112 238

合 計 3 29 38 332 843

（単位：人）

事故種別・年齢別・傷病者搬送状況（搬送人員）

（単位：人） 平成２５年

平成２５年

急病にかかわる疾病別搬送人員調べ（搬送人員）

-20

30

80

130

180

230

280

脳疾患 心疾患 消化器系 呼吸器

系

精神系 感覚器系 泌尿器

系

新生物 その他 診断名

不明

262

82

155

103

16

27
13

17

78

21

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

新生児 乳幼児 少年 成人 老人

急 病 交通事故 その他
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521 3 0 1 30 4 8 74 2 7 282 104 0 0 6

70 2 0 1 2 0 0 12 0 0 51 0 0 0 2

398 1 0 1 35 5 1 62 0 9 261 19 0 0 4

140 2 0 0 8 4 0 22 0 1 103 0 0 0 0

210 2 0 0 17 2 0 33 0 1 137 18 0 0 0

7 0 0 1 2 0 0 2 0 0 2 0 0 0 0

1,346 10 0 4 94 15 9 205 2 18 836 141 0 0 12

平成２５年

十和田

事 故 種 別 ・ 地 域 別 出 動 状 況 （ 出 動 件 数 ）

　
種
　
別

　
　
合
　
　
計

救　　急　　事　　故　　種　　別

火
　
　
災

自
然
災
害

尾去沢

労
働
災
害

一
般
負
傷

加
　
　
害

自
損
行
為

運
動
競
技

水
　
　
難

交
通
事
故

（単位：件）

急
　
　
病

転
院
搬
送

医
師
搬
送

資
機
材
搬
送

そ
の
他

地　域

花　輪

その他

計

その他

八幡平

小坂町

0 150 300 450 600

花輪

尾去沢

十和田

八幡平

小坂町

その他

521件

70件

398件

140件

210件

7件

急病 交通事故 一般負傷 その他
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人

人（ 4.3% ） 人（ 5.0% ） 人（ 5.6% ）

人（15.3% ） 人（ 9.1% ） 人（ 10.0% ）

人（ 6.8% ） 人（ 0.0% ） 人（ 7.1% ）

人 （ 7% ） 人（ 3% ） 人（ 4.3% ）

39件（66％）

7件（11％）

26件（39％） 36件（51％）

66 70

5件（7％）

5

薬剤投与 1件（2％） 9件（14％） 10件（14％）

電気的除細動 7件（12％）

器具を使用した気道確保 20件（34％） 13件（20％） 18件（26％）

（内）気管挿管 1件（2％）

末梢静脈路確保

2件（3％） 3件（4％）

救　急　蘇　生　指　標

4 2 3

人

平成２５年

1,372 1,311

59

平成２３年

7

人 1,245

平成２４年

救   急   搬   送   人   員

搬送人員のうち心肺停止傷病者

心肺停止傷病者のうち心拍再開傷病者

心肺停止傷病者のうち７日間生存者

9

4

6

0

心肺停止傷病者 59人 66人

心肺停止傷病者のうち３０日間生存者

特　定　行　為　実　施　件　数

70人

（％）は心肺停止傷病者に対して救急救命士が行った特定行為実施率

平成２３年 平成２４年 平成２５年

死亡

63人

心拍再開

7人

搬送した心肺停止傷病者の予後

心肺停止後死亡者 心拍再開傷病者

30日間生存

5人

7日間生存

3人

心拍再開傷病者の内訳

7日間生存者 30日間生存者
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小児科領域の処置 0 件 （ 97 ） 3 件 （ 40 ） 1 件 （ 37 ）

産婦人科領域の処置 0 件 （ 9 ） 0 件 （ 3 ） 0 件 （ 17 ）

精神科領域の処置 0 件 （ 19 ） 14 件 （ 18 ） 0 件 （ 13 ）

急　　病 － 件 （ ） 0 件 （ 0 ） 0 件 （ 0 ）

交通事故 － 件 （ ） 3 件 （ 2 ） 1 件 （ 0 ）

一般負傷 － 件 （ ） 2 件 （ 1 ） 2 件 （ 2 ）

労働災害 － 件 （ ） 1 件 （ 0 ） 0 件 （ 0 ）

救急救命東京研修所　入校

救急救命士就業前病院実習

気管挿管病院実習

救急隊員病院実習

名　　　　　称

ＪＰＴＥＣ

ＩＴＬＳ

ＩＣＬＳ

ＰＳＬＳ

ＭＣＬＳ

ＢＤＬＳ

ＥＤＬＳ 災害実践教育研修

日本集団災害医学会

ＮＤＬＳグローバルトレー
ニングセンター日本事務局

救急災害研修機構 1

多数傷病者への医療対応ト
レーニングコース

標準災害教育コース

1

3

人

人

人

人

人

人

人

人

日本循環器学会

日本ＡＣＬＳ協会

3

30

病院前外傷救護

病院前外傷救護

BLSインストラクター養成
アメリカ心臓協会

日本救急医学会

日本蘇生協議会

1

脳卒中病院前救護

二次救命処置基礎 日本救急医学会

職員受講人数

名

概　　要 実施機関

日本臨床救急医学会

ITLSJAPAN

救急に関する各種教育プログラムの職員受講状況

人

ＢＬＳインストラクターコース

29

2

16

一次救命処置ＢＬＳ

平成２６年４月現在

日本蘇生協議会

3

名11 名

名

1 名

1 名

3 名3

救急救命士による救命処置領域件数
（　　）は各科搬送件数

平成２３年 平成２４年 平成２５年

平成２３年 平成２４年 平成２５年

（　　）はドクターヘリによる搬送件数

ドクターヘリ要請事案件数調べ

平成２４年 平成２５年

各　種　実　習　・　研　修　等

平成２３年

1 名

0 名 1 名1 名

1 名
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警防･救助

　
　平成２５年１０月７日に、「秋田県消防防災航空隊・鹿角広域行政組合消防本部合同

訓練」が実施されました。この訓練は秋田県消防防災航空隊と鹿角広域行政組合消防本

部が連携し、安全且つ迅速な災害活動を行うために必要な知識と技術を習得し、安全運

航への認識を深め密接な連携を確立することを目的としています。



第１指揮体制：通常の救急救助事案や警戒事案など、２個小隊以上が出場する

場合は中隊長の指揮とする。

第２指揮体制：火災事案や２個中隊以上の救急救助事案などの場合は、大隊長

 （署長）の指揮とする。

第３指揮体制：特異火災事案および大規模な救急救助事案などの場合は、本部

長（消防長）の指揮とする。

（消防次長）

※特異な災害
時の対応

中隊長

安全管理

第１指揮体制
小隊長

指揮隊

指　揮　隊

指揮支援隊（非番週休の消防司令）

現場指揮本部

本部長（消防長）

  総括安全管理者  

安全管理及び指揮体制

消防本部大 隊 長

平成26年4月1日現在

第３指揮体制

第２指揮体制

特命事項情報管理

大隊副長

通信報道調達等統括

（総務課長）
（署長）

(副署長)
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計

1 2 2 2 1 1 5 3 2 4 23

2 3 3 8

1 3 1 5

1 1 1 1 4

2 4 3 3 2 2 2 1 4 23

1 3 2 3 1 10

1 1 1 1 1 1 6

1 6 7

1 1

10 4 1 15

4 1 8 7 1 7 7 16 5 4 10 5 75

1 1

5 1 2 3 2 2 2 1 2 4 2 26

1 2 1 1 5

3 1 4

1 1

7 7

1 1 1 2 1 1 1 8

23 17 17 19 15 28 14 30 15 15 19 17 229

警防活動状況

水　　 害

車　　 両

そ の 他

平成25年

建　　 物

偵　　 察

林     野

火
災
出
動
件
数

災
害
等

そ の 他

合　　　計

※　上記の火災出動件数は火災統計上の件数とは一致しません。

警
　
　
戒

危険物流出

ヘリコプター
離着陸警戒

台　　 風

雪　　 害

火　　 災

救
　
　
助

自然災害

機械による事故

そ の 他

交通事故

水難事故

捜　　索

0

5

10

15

20

25

30

35

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

救助

災害

等警戒
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平成25年

種 別

実 戦 出 動 訓 練 64

運 用 訓 練 60

水 防 訓 練 4

図 上 訓 練 12

実 務 研 修 5

操 法 訓 練 0

機 械 器 具 取 扱 い 訓 練 23

救 急 訓 練 98

救 助 訓 練 52

緊 急 援 助 隊 訓 練 6

車 両 操 縦 訓 練 79

合 計 403

○実戦出動訓練とは、火災を想定した実戦的な訓練です。

○運用訓練とは、車両等の操作・構造・性能を熟知するための訓練です。

○水防訓練とは、水災害に対処するための技術訓練です。

○図上訓練とは、作戦・計画を考え現場を想定した訓練です。

○操法訓練とは、基本動作を主とした規律・技術訓練です。

○機械器具取扱い訓練とは、現場で使用する資機材を熟知する訓練です。

○救急訓練とは、救急現場で必要とする知識・手技の向上訓練です。             

○救助訓練とは、救助資機材を使用した救助隊の訓練及び消防救助技術大会へ　　　

  向けての訓練です。

○緊急援助隊訓練とは、大規模災害等を想定した総合的な訓練です。

○車両操縦訓練とは、機関員養成及び運転技術向上のための訓練です。

　　　　　　　　　　各種訓練状況        　 

回 数 （ 回 ）

実戦出動訓練

64

運用訓練

60

水防訓練

4

図上訓練

12

実務研修

5

操法訓練

0

機械器具

取扱い訓練

23

救急訓練

98

救助訓練

52

緊急援助隊訓練

6

車両操縦訓練 79

各種訓練合計

403回
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　　　　　　　　　　　　　　救助体制
平成26年4月1日現在

省令第３条救助隊 1 0 1

兼任救助隊員数 29 8 21

救助工作車数 1

　　　　　　　　　　　　救助器具保有状況
平成26年4月1日現在

かぎ付はしご 3 1 1 1 1

三連はしご 6 3 1 1 1 1

金属製折りたたみ梯子又はワイヤはしご 4 3 1

空気式救助マット 1 1 1

救命索発射銃 1 1 1

サバイバースリング又は救助用縛帯 5 1 2 1 1 1

平担架 1 1 1

油圧ジャッキ 4 3 1 2 1

油圧スプレッダー 4 2 2 1

可搬ウィンチ 4 1 1 1 1 1

マンホール救助器具 1 1 1

マット型空気ジャッキ 3 3 1

大型油圧スプレッダー 5 1 2 1 1 1

油圧切断機 3 2 1 1

エンジンカッター 3 1 1 1 1

ガス溶断器 2 1 1 1

チェーンソー 7 4 1 1 1 1

鉄線カッター 0 1

空気鋸 2 1 1 1

大型油圧切断機 6 1 3 1 1 1

空気切断機 1 1 1

万能斧 6 3 1 1 1 2

ハンマー 7 2 2 2 1 1

携帯用コンクリート破壊器具 1 1 1

削岩機 1 1 1

ハンマドリル 2 2 1

可燃性ガス測定器 1 1 1

有毒ガス測定器 2 2 1

酸素濃度測定器 1 1 1

放射線測定器 7 7 1

隊
員
数

消防長認定者救助科修了者

車
数

隊
数

原動機の種類

合計

合計

合計 取得年月日 型式

Ⅱ型

メーカー

検
知
･
測
定
用
器
具

重
量
物
排
除
用
器
具

一
般
救
助
器
具

名　　　　　　　　　　　称

切
 
断
 
用
 
器
 
具

破
壊
用
器
具

分
類

消防本部
省令別表第
１の必要個

数

ディーゼル

消防署
救助隊

平成15年2月5日

十和田分署 小坂分署

日本機械工業

専任救助隊数 兼任救助隊数

省令別表
第２の必
要個数

取得方法

国庫補助
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　　　　　　　　　　　　　　救助器具保有状況
平成26年4月1日現在

救助隊

空気呼吸器 29 15 5 5 4 5

空気補充用ボンベ 2 2 1

防塵マスク 9 9 5

送排風機 2 1 1 1

防毒マスク 20 14 3 3 5

耐電手袋 2 2 5

耐電衣 2 2 2

耐電ズボン 2 2 2

耐電長靴 2 2 2

防塵メガネ 12 4 4 4 5

携帯警報器 17 13 4 5

化学防護服(陽圧式化学防護服を除く) 5 5 2

陽圧式化学防護服 5 5 5

耐熱服 4 4 2

個人線量計 16 16 2

特殊ヘルメット 2 2 2

除染シャワー 1 1 1

除染剤散布器 2 2 2

救命胴衣 26 5 5 12 4 5

救命浮環 4 2 1 1 10

救命ボート 3 1 1 1 1

バスケット型担架 1 1 1

投光器一式 9 4 1 2 2 1

携帯投光器 10 9 1 5

携帯拡声器 13 5 2 3 3 2

応急処置用セット 14 8 1 2 3 1

緩降器 1 1 1

ロープ登降機 2 2 1

発電機 12 6 1 2 3 1

　　　　　　　　　　　　　救助隊の訓練状況

体力練成訓練 93 回 1,310 名 245.5 時間

ロープ基本･応用訓練 131 回 1,493 名 295.5 時間

検索・救助訓練 105 回 1,384 名 258.5 時間

各種救助器具取扱訓練 8 回 31 名 9.5 時間

各種救助事象想定訓練 11 回 40 名 14.5 時間

その他の訓練 13 回 108 名 17 時間

十和田分署 小坂分署
省令別表
第１の必
要個数

省令別表
第２の必
要個数

呼
吸
保
護
用
用
具

分
類

実施延人員

消防本部 消防署

実施延時間

名　　　　　　　　　　　称

除
染
用
器
具

水
難
･
山
岳
用
器
具

そ
の
他
の
救
助
器
具

隊
員
保
護
用
器
具

平成25年度

訓
練
種
別

実施延回数
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1 隊 5 名
1 隊 3 名
1 隊 2 名
1 隊 5 名
1 隊 3 名
1 隊 2 名

　　　　　　　緊急消防援助隊 秋田県隊登録車両
平成26年4月1日現在　

   緊急消防援助隊 北海道東北ブロック合同訓練出動開催地

後方支援 その他の支援車両
資機材
搬送車 消防署

山形県鶴岡市 救助隊 野営訓練及び多重損壊建物救出救護訓練

年度

－

開催地 訓練隊 訓練内容

秋田鹿角搬送平成25年

平成２５年 北海道苫小牧市 救急隊 ５階建物座屈救助・救急訓練

平成１２年 秋田県秋田市 消火隊 危険物火災対応訓練

平成２０年 秋田県大仙市
特殊災害支援隊

及び消火隊
野営訓練、特殊(BC)災害救出救護訓練
及び遠距離送水･延焼阻止線設定訓練

平成１８年 青森県八戸市 救助隊 多重衝突事故救出救護訓練

平成２１年

救助隊

消防署救急隊 高規格救急車 －
災害対応特殊
救急自動車

秋田Ａ１５

秋田Ｒ４救助工作車 Ⅱ型 消防署 救助工作車Ⅱ型 －

－平成20年

平成15年

名

隊 3

小坂分署
災害対応特殊水槽付
消防ポンプ自動車Ⅱ型

秋田Ｐかづの －

4

名

名

名

名

名

名

名

2

救急隊

3

2

Ⅱ型 消防署

対空表示

1

東日本大震災への派遣合計

車両区分 所属 国庫補助

平成23年(2011年)
東北地方太平洋沖地震

「東日本大震災」

1

1

隊七
次

救急隊

1

1

隊

隊

救急隊 1 隊

災害対応特殊化学
消防ポンプ自動車Ⅱ型 秋田化２

隊

災害名 派遣先

平成20年(2008年)
岩手･宮城内陸地震

宮城県
(栗原市)

平成20年 6月14日
　～平成20年 6月18日

－

緊急消防援助隊 出動履歴

平成20年

平成23年
消火隊

化学消防ポンプ

派遣期間 隊数 人員

二
次

後方支援隊

1

1

後方支援隊

緊援隊登録年 NBC登録

水槽付消防ポンプ車 Ⅱ型

岩手県沿岸北部を
震源とする地震

三
次

四
次

平成23年 3月15日
　～平成23年 3月19日

岩手県
（活動無し）

消火隊

秋田県隊
第１派遣

一
次

救助隊

後方支援隊

平成23年 3月19日
　～平成23年 3月23日

一
次

救助隊

後方支援隊

平成23年 3月12日
　～平成23年 3月15日

救助隊
救急隊

救助隊
後方支援隊

救急隊

平成20年 7月24日
　～平成20年 7月25日

平成23年 3月11日
　～平成23年 3月15日

2

後方支援隊

名

1 隊 5 名

名

名救助隊

派　遣　隊

隊 2

隊 2

秋田県隊
第１派遣

1 隊 2

秋田県隊
第１派遣

一
次

六
次

救急隊 1 3

五
次

後方支援隊 1

隊

1 隊 5

後方支援隊 1

17 隊 51 名

岩手県
(宮古市)

宮城県
(登米市)

秋田県隊
第２派遣

四
次

平成23年 4月25日
　～平成23年 4月28日

平成23年 3月23日
　～平成23年 3月27日

平成23年 3月27日
　～平成23年 3月31日

平成23年 3月31日
　～平成23年 4月 4日

3

後方支援隊 1 隊 2 名

名

隊

名

隊 5
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通　　信

災害情報メール配信

ホームページ

鹿角市・小坂町メール配信サービス

防災情報をはじめ、気象警報や火災事故・防犯・農林業・学校などに関する
情報、市・町のイベント情報やお知らせ情報を配信します。

鹿角市・小坂町メール配信サービスの利用を希望される方は、登録が必要です。
下記のメールアドレスへ空メールを送信して下さい。

鹿角市 e-kazuno@xpressmail.jp

小坂町 e-kosaka@xpressmail.jp
鹿角市用ＱＲコード 小坂町用ＱＲコード



平成２５年

観測地点 秋田県鹿角市花輪字高井田６４番地２　　　鹿角広域行政組合消防署

緯　　度 北緯４０度１０分０４秒

経　　度 東経１４０度４７分２０秒

標　　高 １３９．２ｍ

〈気象状況〉

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年合計 年平均

25　年 -0.3 0.6 5.8 11.9 19.6 26.4 26.7 28.8 24.5 18.0 9.4 3.8 14.6

平年値 1.0 2.1 6.1 14.2 19.9 24.2 27.1 28.9 24.0 17.7 10.2 3.7 14.9

25　年 -7.4 -6.9 -3.1 1.5 8.6 14.7 19.2 19.3 14.3 9.2 1.0 -2.1 5.7

平年値 -6.3 -6.0 -3.3 2.3 8.0 13.5 17.7 19.0 13.8 6.6 1.0 -3.3 5.3

25　年 -3.7 -3.1 1.1 6.6 13.6 20.0 22.5 23.7 19.0 13.1 4.8 0.6 9.9

平年値 -2.6 -2.0 1.3 7.9 13.8 18.6 22.0 23.6 18.0 11.5 5.2 0.2 9.8

72.7 94.5 133.0 167.2 188.4 253.2 116.3 197.0 157.0 102.6 81.4 71.8 1,635.1 136.3

91.0 85.5 118.5 107.0 51.0 74.5 282.0 233.5 249.5 197.5 186.5 80.6 1,757.1 146.4

227 164 16 0 0 0 0 0 0 0 36 82 525 43.8 注*

95 93 84 83 84 84 94 90 90 87 83 82 87.4

1.6 2.1 2.4 2.4 2.0 1.6 0.9 1.4 1.2 1.2 1.5 1.4 19.7 1.6

ＳＷ Ｓ Ｓ ＳＳＷ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ ＮＮＥ Ｓ Ｓ

霜 0

雷 1 1 2 1 5

霧 1 1 1 5 6 4 18

雨 4 9 16 12 4 21 16 12 17 20 6 137

雹（ﾋｮｳ） 1 1 2

雪 26 20 12 5 5 18 86

〇　平年値は、気象庁の観測値に基づき、昭和５５年から平成２２年まで（３０年間）の平均値です

〇　降雨日数は、０．５ｍｍ以上を観測した日数です

注*　12月で除しております

　　　〈極値〉

最高気温　 ℃

最低気温 ℃

最高気温30℃以上の日数（真夏日） 日

最高気温が０℃未満の日数（真冬日） 日

最低気温が０℃以下の日数（冬日） 日

最低気温－１０℃以下の日数 日

最多降雨　１時間 ｍｍ

最多降雨　２４時間 ｍｍ

最深降雪 ｃｍ

最深積雪 ｃｍ

最多日照日 時間

不日照日 日

最大日平均風速 ｍ／ｓ

最大瞬間風速 ｍ／ｓ

最多風向 日

気象状況　・　極値

　日照時間（時間）

　降水量（ｍｍ）

　降雪量（ｃｍ）

　平均湿度（％）

　　　　　　　　　　　　　月
　　要素

　平均気温

気
温
℃

　最高気温

10

-12.5

23

13.4

2月22日

8月9日

6月12日

154.0

25.0

105.0

1月26日

41.5

34

8月9日 11時～12時

S  

（年間日数）

3月2日  4月8日 4.5

27.8

42

115

4月7日

128

2月25日

　大気現象（日）

　最低気温

34.5

　平均風速（ｍ/ｓ）

　最多風向

6月13日
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16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

平均気温 10.6 9.8 10.0 10.2 10.3 10.0 10.5 9.8 10.0 9.9

最高気温 15.2 14.5 15.2 15.4 15.6 15.2 15.4 14.5 15.1 14.6

最低気温 6.0 5.6 5.7 5.8 5.9 5.4 6.3 5.5 5.6 5.7

最高気温 35.5 34.8 36.5 37.4 33.5 34.6 34.7 34.4 35.1 34.5

最低気温 -13.2 -11.6 -15.7 -9.3 -13.6 -14.7 -12.4 -15.6 -16.0 -12.5

73.2 72.0 71.3 69.7 71.8 72.9 71.3 69.0 71.5 87.4

1.9 1.8 1.8 1.7 1.7 1.7 1.7 1.8 1.7 1.6

1,730.8 1,741.2 1,669.5 1,776.7 1,890.0 1,768.5 1,686.8 1,726.5 1,834.6 1,635.1

年総量 1,538.0 1,252.0 1,077.0 1,457.5 1,070.3 1,345.6 1,640.6 1,646.5 1,318.5 1,757.1

一日最多 86.5 63.5 90.0 161.5 39.5 21.5 63.5 73.0 125.0 154.0

年総量 451.0 843.0 383.0 446.0 335.0 494.0 486.0 578.0 605.0 525.0

一日最多 30.0 40.0 24.0 30.0 40.0 32.0 35.0 25.0 30.0 25.0

最深積雪量 70.0 100.0 100.0 55.0 45.0 67.0 82.0 105.0 86.0 105.0

82 104 81 78 65 71 57 78 95 86

11月17日 11月16日 11月29日 11月16日 11月19日 11月2日 10月26日 11月16日 11月18日 11月11日

H19.1.11 H19.12.3 H20.12.27 H21.12.7 H22.12.24 H23.12.16 H24.12.7 H25.12.12

H18.3.19 H19.3.28 H20.3.14 H21.3.29 H22.3.30 H23.3.30 H24.4.10 H25.3.29

※　各年、１月～１２月の統計です

※　降雪量の値は、寒候期（前年秋から当年春）の統計ではありません

･　最も高い気温を観測したとき 38.2 ℃

･　最も低い気温を観測したとき -19.8 ℃

･　最も強い風が吹いたとき 34.6 ｍ/s

･　１時間に最も多く雨が降ったとき 42.0 mm

･　１日（２４時間）に最も多く雨が降ったとき 161.5 mm (44年ぶり更新）

･　１日（２４時間）に最も多く雪が降ったとき 53.0 cm

･　最も多く雪が積もったとき 130.0 cm
130.0 cm

昭和49年2月12日
昭和49年2月14日

平成12年7月31日
昭和42年2月12日
平成16年9月8日
平成19年9月17日

過去１０年間の気象の推移

気象観測開始（昭和３５年１０月１日）からの気象極値

平成19年9月17日
平成3年1月4日

雪消え日（根雪）

　平均湿度（％）

平均風速（ｍ／ｓ）

降 水
量

（㎜）

総日照時間（ｈ）

降 雪
量

（㎝）

今冬根雪（月日）

降雪日数（日）

初雪（月日）

　　　　　平成  年
　要  素

年平
均℃

極 気
温 ℃

451.0 843.0 383.0 446.0 335.0 
494.0 486.0 578.0 605.0 525.0 

0.0

1000.0

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25
平成 年

年間降雪総量の推移（㎝）

1,538.0 1,252.0 1,077.0 1,457.5 1,070.3 1,345.6 

1,640.6 
1,646.5 

1,318.5 

1,757.1 

0.0

1,000.0

2,000.0

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25平成 年

年間降水総量の推移（㎜）
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【単位：件】

うち携帯電話

39 23

962 206

106 6

89 37

19 12

101 43

209 4

7 7

9 0

88 6

1,629 344

平成26年4月1日現在

87

消防団本部 24

花輪地区団 92

尾去沢地区団 45

八幡平地区団 168

十和田地区団 154

85

347

5,529

6,531

　現在のメール配信システムでの登録状況です。平成23年11月以前のメール配信システ
ムの登録状況は反映されておりません。

鹿
角
市
消
防
団

一　般

合　　計

東北自動車道管制室

試　　　　験

合　　　　計

区　　分

消防職員

小坂町消防団

官公庁（市、町、議員等）

１１９番・専用回線着信状況

期間：平成25年1月～12月

災害情報配信システム（メール配信）登録状況

登録者（人）

件　数　種　　　　　　　別

火　　　　災

救急・救助

その他災害

問い合わせ

い た ず ら

か け 違 い

通 報 訓 練

携帯電話119番転送
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指令装置 Ⅰ型 NEFAST-1000EX

指令台 複座式 １台

指揮台

指令制御装置 アナログ制御

指令制御装置IPADP デジタル制御 IPﾃﾞｼﾞﾀﾙｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

非常用指令設備 １台

長時間録音装置 ADA方式 VR-700 HDD内蔵

署所端末装置 ２分署

非常電源装置 １台

順次指令装置 ｵｰﾄﾀﾞｲﾔﾙ ARS-702 １式

放送設備 TOA １式

無線受信装置 ２分署

無線統制台 ハンドセット ４波実装（1CH～5CH、救急波実装）

携帯・IP位置情報ｼｽﾃﾑ ﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｿｺﾝ １式

非常電源装置 2.7kVA エンジン式

気象観測装置 OKSAM-2000 １式

データメンテナンス装置 ﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｿｺﾝ １式

有線設備

構内交換機 デジタル制御 APEX-3600i １式

県総合防災システム １式（衛星）

救急医療システム １式

事務用ファクシミリ １式 各署所に設置

災害情報配信システム ﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｿｺﾝ １式

高齢者緊急通報システム ﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｿｺﾝ １式

消防緊急通信指令施設等の機器構成

主な装置名 型式／方式 機種 備考
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消防本部・消防署 平成２６年４月１日現在

番号 無線局種別 識別信号 空中線電力

1 固定／基地局 鹿消本部 １０Ｗ

2 固定／基地局 鹿消本部 １０Ｗ

3 固定／基地局 鹿消本部 １０Ｗ

4 基地局 鹿消本部 １０Ｗ

5 移動局 鹿消指揮１ １０Ｗ

6 移動局 鹿消広報１ １０Ｗ

7 移動局 鹿消本部広報１ １０Ｗ

8 移動局 鹿消本部広報２ １０Ｗ

9 移動局 鹿消ポンプ１ １０Ｗ

10 移動局 鹿消ポンプ２ １０Ｗ

11 移動局 鹿消救急１ １０Ｗ

12 移動局 鹿消救急２ １０Ｗ

13 移動局 鹿消救助１ １０Ｗ

14 移動局 鹿消化学１ １０Ｗ

15 移動局 鹿消搬送１ １０Ｗ

16 移動局 鹿消水槽１ １０Ｗ

17 移動局 鹿消１７・１８ １０Ｗ

18 移動局 鹿消１０～１６・１９～２８ ５Ｗ 携帯無線

十和田分署

番号 無線局種別 識別信号 空中線電力

1 固定／基地局 鹿消十和田 １０Ｗ

2 固定／基地局 鹿消十和田 １０Ｗ

3 移動局 鹿消十和田救急１ １０Ｗ

4 移動局 鹿消十和田ポンプ１ １０Ｗ

5 移動局 鹿消十和田広報１ １０Ｗ

6 移動局 鹿消十和田１０～１６ ５Ｗ

小坂分署

番号 無線局種別 識別信号 空中線電力

1 固定／基地局 鹿消小坂 １０Ｗ

2 固定／基地局 鹿消小坂 １０Ｗ

3 基地局 鹿消北坂梨 １０Ｗ

4 基地局 鹿消南坂梨 １０Ｗ

5 移動局 鹿消小坂ポンプ１ １０Ｗ

6 移動局 鹿消小坂広報１ １０Ｗ

7 移動局 鹿消小坂救急１ １０Ｗ

8 移動局 鹿消小坂１０～１６・５５ ５Ｗ・１Ｗ

無線機保有一覧

指揮車第１装置

広報車

本部広報車

化学車

備  考

第１装置

第２装置

第３装置

第４装置

広報車

消防団広報車

ポンプ１号車

ポンプ２号車

救急１号車

救急２号車

救助工作車

水槽車

１８は指揮車第２装置

備  考

第１装置　CH切替式

第２装置　CH切替式

救急車

ポンプ車

資器材搬送車

ポンプ車

広報車

救急車

携帯無線　５５は１Ｗ

携帯無線

備  考

第１装置　CH切替式

第２装置　CH切替式

坂梨ﾄﾝﾈﾙ ﾈｸｽｺ管理

坂梨ﾄﾝﾈﾙ ﾈｸｽｺ管理
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消 防 団

鹿角市（かづのし）

鹿角市の「かづの」を図案化し

たもので、融和団結、円満平和及
び伸びゆく鹿角を表したものです。

小坂町（こさかまち）

小坂町出身の故福田豊四郎画伯

の案を図案化したもので、中央の
星形は、小坂の「小」をイメージ
し、周辺の途切れたリングは、鹿

角郡の「鹿角」の鹿の角を表した

市の花 ベニヤマザクラ
市の木 ナナカマド
市の鳥 声良鶏

町の花 アカシアの花
町の木 ベニヤマザクラ
町の魚 ヒメマス



《鹿角市消防団》

定数：８９２人 平成２６年４月１日現在

　 　 　

団

長

副

団

長

分

団

長

副

分

団

長

部

長

班

長

機

能

別

団

員

計

消

防

ポ

ン

プ

自

　
動

　
車

小

型

動

力

ポ

ン

プ

器

具

置

場

数

ホ
ー

ス
乾
燥
塔

ホ

ー

ス
1 4  ※ 2 ※14 21

1 1 2 4 24 32 2 2 85

1 1 2 5 34 43 5 (1) 3 5 5 171

1 1 2 7 45 56 5 3 6 5 161

1 1 2 6 42 52 6 5 〈1〉 6 6 167

1 1 1 5 26 34 2 3 3 108

1 1 2 6 26 5 41 3 1 4 4 129

1 1 2 9 53 66 5 2 〈1〉 5 4 212

1 1 2 6 43 53 6 2 6 6 134

1 1 2 8 45 2 59 2 4 3 158

1 1 2 6 42 5 57 5 2 5 5 143

1 1 2 8 46 3 61 6 1 7 7 198

1 1 4 6 31 ※ 1 44 4 (1) 4 4 4 149

1 1 1 4 13 20 3 1 4 4 77

1 1 3 7 24 ※ 6 7 49 5 2 6 6 215

1 1 3 5 26 36 5 3 〈1〉 5 5 133

1 1 3 9 43 4 61 5 1 6 6 181

1 1 3 7 25 5 42 7 3 7 7 141

1 4 17 17 38 110 588 ※21 31 827 74 （2） 33 〈3〉 85 82 2,562

※女性団員数

《小坂町消防団》

定数：170人 平成２６年４月１日現在

　

団

長

副

団

長

分

団

長

副

分

団

長

本

部

長

副

本

部

長

班

長

副

班

長

団

員

計

消

防

ポ

ン

プ

自

　
動

　
車

小
型
動
力
ポ
ン
プ

器

具

置

場

数

ホ
ー

ス
乾
燥
塔

ホ

ー

ス
1 1 1 1 1 5

1 1 4 5 24 35 5 2 〈２〉 5 5 68

1 1 4 4 19 29 3 〈２〉 4 4 54

1 1 3 3 13 21 1 1 29

1 1 4 4 30 40 3 〈３〉 4 4 107

1 1 5 5 19 31 5 3 〈２〉 5 5 70

1 1 5 5 1 1 21 21 105 161 16 5 〈９〉 19 19 328

1 1 5 5 1 1 43 113 170 (人) 〈 　〉は軽車両

第１５分団

第４分団

第６分団

第７分団

第８分団

第９分団

第１０分団

第１１分団

第５分団

花
輪

施　　設

積

載

車
消防団本部

団

員

団 員

地
　
区

第１分団

第２分団

第３分団

1

1

機　　　械

2

1

八
幡
平

1

1尾
去
沢

第１６分団

第１７分団

2

　

定    数

合　　計

第２分団

第３分団

( 　)は全自動型   〈 　〉は軽車両

第４分団

第５分団

機　　　　械団 員

合　　計

13

第１分団

消防団装備・階級別実員

3

2

1

1

1

施　設

積

載

車

第１２分団

第１３分団
十
和
田

1

消防団本部

1第１４分団

所 属

区 分

所 属

区 分
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   ◎　組  織  図

　

消防団本部

本

部

付

団

員

第３部

第１部

第１部

第２部

第１部第７分団
(救急救助支援隊)

第14分団

第12分団

団

長

第９分団

副

団

長

第３部

第１部

第６分団

 鹿角市消防団組織図

第１部

第２部

第１部
花

輪

地

区

平成2６年4月1日現在
第１分団

第２分団

第３分団

第２部

第１部

第２部

八

幡

平

地

区

第２部

第２部 機能別団員

機能別団員

機能別団員

尾
去
沢
地
区

機能別団員

機能別団員

第２部

第１部

第１部

第１部

第２部

第１部

第２部

　《機能別団員》　消防団員の活動を全て行うのではなく、活動を限定して一定の役割を行う
団員を言います。

　《救急救助支援隊》　本市は広大な面積を有することから、消防署から遠距離で発生した
救急及び救助を必要とする交通・災害事故等に対応するため、消防本部と消防団が連携を
持ち、一体となって救急救助活動をすることを目的としています。（八幡平坂比平から岩手県
境、大湯中滝から青森県境）

第４分団

第５分団

第８分団

第１部

第２部

第１部

第２部

第２部

第３部

第３部

第13分団

第15分団

第17分団

第16分団
(救急救助支援隊)

第10分団

第11分団

第１部

第１部

第２部

第１部

十

和

田

地

区
第１部

第２部

第２部

第３部

第４部

機能別団員

機能別団員

機能別団員
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分団名 地区

第１分団

第２分団

第３分団

第４分団

第５分団

第６分団

第７分団

第８分団

第９分団

第１０分団

第１１分団

第１２分団

第１３分団

第１４分団

第１５分団

第１６分団

第１７分団

　　　　　階級
　区分

団　　長 副団長 分団長 副分団長 部    長 班    長 団　　員

年  報  酬（円） 67,000 53,800 35,900 31,700 21,500 20,400 19,100

定    　 年（歳） 63 60 60 60 60 60

出動手当（円）

訓練手当（円）

警戒手当（円）

大清水　田代　戸倉　熊取平　大平　中滝　白沢　川上　箒畑　堀内　四ノ岱　            四
ノ岱住宅　荒瀬　中岱　上ノ湯　新道　湯ノ岱　中田　上町　中町　丁内　下ノ湯　松原　川
原の湯　中川原　腰廻　関上　大川原

三ヶ田　長内　荒町　野尻　白欠　大久保　長嶺　川部　和田

技術手当（円）

１回につき　　　　　　　　　￥１，９００　（水・火災等に出場した者）

１回につき　　　　　　　　　￥１，９００　（訓練に出場した者）

１日または１夜につき　 　￥１，９００
              　             　　　　　　 （特に警戒を命ぜられた者、または夜警に従事した者)

消防ポンプ自動車１台につき　（月額）　　　　　　￥３，２００　（管理保守する者）

小型動力ポンプ付積載車１台につき　（月額）　 ￥２，２００　（管理保守する者）

小型動力ポンプ１台につき　（月額）　　　　　　   ￥１，６００　（管理保守する者）

　　鹿角市消防団員階級別報酬及び諸手当
平成２６年４月１日現在

風張　宮野平　一本木　根市　二本柳　保田　中草木　下草木　新田　丸館

八
幡
平

十
和
田

谷内　永田　熊沢　水沢　深　坂比平　八幡平温泉郷

夏井　小割沢　林崎　樫内　長牛　桃枝

市街地一円　東山　柏木森

山方　中央通り　松子沢　瓜畑　軽井沢　市街地　山神社　新堀市営住宅
上新田　中新田　下新田

　　鹿角市消防団管轄区域

管　　　　　轄　　　　　区　　　　　域

鏡田　用野目　狐平　下川原　高屋　花軒田

小深田　乳牛　東町　西町　大曲　高市　鶴田　上台　長野

花
　
輪

小平　新斗米　級ﾉ木　舘　寺坂　小枝指　雁府

尾去　西道口　下モ平　蟹沢　新山　城山　上山　水晶山　下タ町
尾
去
沢

小豆沢　碇　湯瀬

大里　葛岡　玉内　松館　石鳥谷　黒沢

石野　松山　大欠　土深井

館　古町　下小路（上・中・下）　城ノ下　南　五軒町　横丁　萱町　陣場　上町　中町
下町　川原　高田　土ｹ久保　中野　蟹沢住宅　蟹沢　甚兵ｴ川原　山田　瀬田石　柏野

高清水　長者久保　上芦名沢　下芦名沢

室田　冠田　曲谷地　沢尻　錦丁　古川　浜田　下野添団地　根市戸　五軒屋　申ヶ野
神田
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年報酬（円）

定　 年（歳）

出場手当（円）

訓練手当（円）

警戒手当（円）

技術手当（円）

第４分団 万谷　　荒川　　上川原　　大地　　つつじ平     道作団地

細越班

小坂班

第３分団 町部一円

野口班

万谷班

第１分団 上小坂 　中小坂 　下小坂 　岩沢 　大生手 　藤倉団地　 古苦竹 　細前田　 細越

野口　　濁川　　余路米　　砂子沢

    《小坂町消防団組織図》

　　《小坂町消防団管轄区域》

本

部

長
第４分団

団

長

副

団

長 上川原班

余路米班

休平班

大生手班

濁川班

平成２６年４月１日現在

岩沢班

第３分団

荒川班

　　《小坂町消防団員階級別報酬及び諸手当》

分団名 管　　　　　轄　　　　　区　　　　　域

第５分団 牛馬長根班

第５分団 鳥越　　鴇　　牛馬長根　　狐崎団地　　大川岱　　休平

第２分団

第２分団

第１分団

平成２６年４月１日現在

砂子沢班

３分団員

大地班

鴇　班

鳥越班

大川岱班

団　　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 副部長 班　　長 副班長 団　　員

年報酬（円） 60,000 48,200 32,200 28,500 19,300 17,700 18,300 17,700 17,200

定　 年（歳）

出場手当（円）

訓練手当（円）

警戒手当（円）

技術手当（円） 消防ポンプ自動車１台につき　（月額）　￥３，２００　（管理保守する者）

　な　　　し

１回につき　￥１，６００　（水・火災等に出場した者）

１回につき　￥１，６００　（訓練に出場した者）

１日または１夜につき　￥１，６００
                              （特に警戒を命ぜられた者、または夜警に従事した者)
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消防本部と消防団との安全管理体制

消防本部

通信報道調達等統括

（総務課長）（消防次長）

大隊長

市・町消防団長

総括安全管理者

本部長(消防長)

現場指揮本部

（署　長）

現　場　指　揮　本　部

総括安全管理者

（市・町副団長）

団　　　員

消防団指揮隊指揮隊

安全管理者

（分団長）

副分団長

（中隊長）

消防団

（小隊長）

（部　長）

安全管理者

隊　員 班長・副班長

安全担当者

安全担当者

消防署
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出場分団 成　績 出場分団 成　績

1 Ｓ３７

2 Ｓ３８

3 Ｓ３９ 八幡平村第５分団

4 Ｓ４０

5 Ｓ４１

6 Ｓ４２

7 Ｓ４３ 八幡平村団 ※

8 Ｓ４４ 八幡平村団

9 Ｓ４５ 十和田町団

10 Ｓ４７ 錦木第４分団 優勝※

11 Ｓ４９ 八幡平第１分団 錦木第４分団 優勝※

12 Ｓ５０ 八幡平第１分団 優勝 錦木第４分団 ２位

13 Ｓ５１ 八幡平第１分団 優勝 錦木第２分団 ２位

14 Ｓ５２ 毛馬内第１分団 ２位 錦木第４分団 優勝

15 Ｓ５３ 毛馬内第１分団 優勝 八幡平第１分団 ２位

16 Ｓ５４ 錦木第１分団 優勝 錦木第４分団 ２位

17 Ｓ５５ 錦木第１分団第１部 ３位 錦木第１分団第３部 優勝※

18 Ｓ５６ 八幡平第１分団第１部 優勝 八幡平第４分団第２部 ２位

19 Ｓ５７ 八幡平第１分団第１部 優勝※ 花輪第４分団第１部 優勝

20 Ｓ５８ 八幡平第１分団第１部 優勝 錦木第１分団第３部 優勝

21 Ｓ５９ 八幡平第１分団第１部 ２位 錦木第１分団第３部 ２位

22 Ｓ６０ 錦木第１分団第１部 優勝 錦木第１分団第３部 優勝

23 Ｓ６１ 錦木第１分団第１部 ２位 錦木第１分団第３部 優勝

24 Ｓ６２ 錦木第１分団第１部 優勝 錦木第１分団第３部 ８位

25 Ｓ６３ 八幡平第１分団第１部 ２位 錦木第１分団第３部 優勝

26 Ｈ 元 錦木第１分団第１部 優勝 八幡平第１分団第２部 優勝

27 Ｈ  ２ 錦木第１分団第１部 ５位 錦木第１分団第３部 ３位

28 Ｈ  ３ 八幡平第１分団第１部 ２位 錦木第１分団第３部 優勝

29 Ｈ  ４ 八幡平第１分団第１部 ３位 錦木第１分団第３部 ５位

30 Ｈ  ５ 錦木第１分団第１部 ５位 錦木第１分団第３部 ２位

31 Ｈ  ６ 錦木第１分団第１部 ２位 錦木第１分団第３部 ５位

32 Ｈ  ７ 八幡平第１分団第１部 ３位 錦木第１分団第３部 ２位

33 Ｈ  ８ 錦木第１分団第１部 ３位 八幡平第１分団第２部 ５位

34 Ｈ  ９ 錦木第１分団第１部 ３位 八幡平第１分団第２部 ２位

35 Ｈ１０ 錦木第１分団第１部 ３位 八幡平第１分団第２部 ６位

36 Ｈ１１ 錦木第１分団第１部 ６位 尾去沢第１分団第１部 ３位

37 Ｈ１２ 八幡平第１分団第１部 ３位 尾去沢第１分団第１部 ５位

38 Ｈ１３ 八幡平第１分団第１部 ５位 尾去沢第１分団第１部 ４位

39 Ｈ１４ 八幡平第１分団第１部 ７位 尾去沢第１分団第１部 ２位

40 Ｈ１５ 小坂町消防団第４分団 優勝 尾去沢第１分団第１部 ７位

41 Ｈ１６ 小坂町消防団第４分団 優勝 小坂町消防団第４分団 ４位

42 Ｈ１７ 小坂町消防団第４分団 ３位 小坂町消防団第４分団 ５位

43 Ｈ１８ 小坂町消防団第４分団 ２位 小坂町消防団第４分団 １０位

44 Ｈ１９ 小坂町消防団第４分団 ３位 小坂町消防団第４分団 ７位

45 Ｈ２０ 小坂町消防団第４分団 ２位 鹿角市消防団第５分団第１部 ４位

46 Ｈ２1 小坂町消防団第４分団 ３位 鹿角市消防団第５分団第１部 ２位

47 Ｈ２２ 小坂町消防団第４分団 ２位 鹿角市消防団第５分団第１部 ５位

48 Ｈ２３ 小坂町消防団第４分団 優勝 鹿角市消防団第５分団第１部 優勝

49 Ｈ２４ 鹿角市消防団第５分団第１部 ２位 小坂町消防団第４分団 ４位

50 Ｈ２５ 鹿角市消防団第５分団第１部 ５位 小坂町消防団第４分団 優勝

           ※　全国大会出場（隔年開催）

第２３回

秋田県消防操法（訓練）大会成績

第１８回

第１９回

第２０回

第１５回

第１６回

第５回

第６回

第１７回

第１１回　小型ポンプ準優勝

第１２回

第１４回

第３回　　小型ポンプ出場

第４回　　小型ポンプ出場

第２回

第１回　　小型ポンプ出場

第２２回

第２１回

第７回　　小型ポンプ出場

第１３回

第１０回

第８回　　ポンプ車出場

第９回

全国大会出場及び成績回数 年度
ポンプ車操法の部 小型ポンプ操法の部
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自然災害

　

火　災

昭和55年6月12日、鉱山
選鉱所火災が発生し、
鹿角市消防団は特命出
動により全消防団が出
動する。

災害記録

集中豪雨

平成9年5月11日、大規
模な土砂災害が発生
し、温泉宿16棟を飲み
込む。

平成25年8月9日、秋田
県北部を中心とする大
雨により土砂崩れ、床
上、床下浸水が発生し
た。



西 暦 年  号 種  別 記        録

1930 昭和５年 建物火災 錦木村土深井で12棟を焼失。

1935 昭和10年 建物火災 4月9日　毛馬内町萱町から出火。住家36棟、非住家10棟全焼。

（川原の大火）

建物火災 6月17日　小坂町元山元神下から出火。87戸で23棟焼失。り災者490名。

洪    水 小坂川が氾濫し大洪水となり大被害。8月23日、24日の両日で流失家屋14棟

損壊家屋60棟、浸水家屋824棟。他に道路、橋、耕地などが被害。被害額は

1,036千円。

堤防決壊 8月24日　尾去沢鉱山用水取入口堤防が決壊し、流失住家12棟、全半壊住家

35棟に被害が出た。また、田圃135町歩、畑2町歩を流失。

1936 昭和11年 ダム決壊 11月20日  3時40分頃、尾去沢鉱山中沢ダムが決壊。中沢・春木沢・瓜畑・

笹小屋・新堀・新山・下モ平・蟹沢・西道口の9集落に流出し､死者374名、

住家、非住家合わせて310棟を流失。

1938 昭和13年 雪    害 1月26日　小坂町立実科高等女学校が雪のため倒壊、小坂小学校児童の死者

8名、重傷10名、軽傷25名、訓導（教員）重傷1名。

1941 昭和16年 林野､建物火災 5月15日　小坂町細越で山火事から延焼。23戸で50棟を焼失。

1947 昭和22年 建物火災 3月18日　花輪町旭町の製材所の火災で延焼防止活動中、倒壊した建物の下

敷きとなり死者4名、重軽傷者30名。

洪    水 8月4日　米代川が大洪水となり大被害。堤防決壊40箇所あまり、住家流失2

棟、床上浸水多数、道路決壊、土砂崩れ多数､田畑の流失23町歩あまり、冠

水耕地60町歩あまり。（死亡者あり）

1949 昭和24年 航空機墜落 3月18日　花輪西山高瀬舘跡地に米軍機が墜落、アメリカ人兵士1名死亡。

建物火災 3月21日　大湯町立大湯小学校1棟全焼。

建物火災 4月9日　小坂町西渡ノ羽鉱山社宅で11棟全焼。

建物火災 10月2日　花輪駅機関区1棟全焼。損害額1,156千円。

噴　  火 八幡平焼山爆発。泥流、火山灰噴出。

建物火災 11月8日　宮川村小豆沢、大日堂大日霊貴神社全焼。

建物火災 12月31日　小坂町古館の小坂鉱山病院で火災。本館・東西病棟焼失､焼失面

積700坪、損害額30,000千円。

1950 昭和25年 建物火災 4月9日　小坂町西渡ノ羽鉱山社宅で11棟全焼、2棟半焼、り災世帯49世帯、

り災者279名、被害額10,000千円。

建物火災 柴平村東町で大火。住家・非住家23棟全焼。

噴 　 火 八幡平焼山で爆発。この噴火による泥土が熊沢川に流入し水田に大被害。

曙村荒町、三ヶ田、大久保周辺の田圃100町歩に堆積。

1951 昭和26年 建物火災 花輪町川原町で6棟全焼。

建物火災 尾去沢鉱山資材倉庫7棟全焼。

建物火災 3月 柴平農協事務室から出火。132坪全焼、米倉庫半焼、米2,000俵焼失。

水    害 7月21日　大湯川堤防決壊、住家7棟流失。21日に降りだした雨で各河川が

増水し、崖崩れ、道路決壊が続出する。中でも下ノ湯、川原ノ湯の被害が

多く、床上浸水260棟、床下浸水781棟、田畑の流失30町歩、冠水300町歩、

柴平以北の橋梁破損流失12箇所。

水    害 7月21日　荒川川･汁毛川が氾濫。護岸21箇所、道路11箇所、橋12箇所のほ

か耕地が被害、被害額200,000千円。

交通事故 9月6日　第三回鹿角郡消防連合訓練大会(小坂町営陸上競技場開催)出場途

上、小坂町白岩地区において毛馬内第3分団手引動力ポンプ1台と毛馬内第

5分団腕用ポンプ1台を積載した国鉄トラックが転落し、乗車中の消防団員

17名が振り落とされ死傷者を出す。

噴    火 3月　八幡平焼山で一部爆発。

林野火災 花輪町大久保で天皇陛下記念造林地15町歩焼失。

災害記録
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西 暦 年  号 種  別 記        録

1952 昭和27年 建物火災 花輪町用野目で住家3棟、非住家2棟、合計5棟を全焼。損害額5,340千円。

建物火災 5月14日  小坂町尾樽部で火災が発生し、役場・山手社宅に延焼。全焼9世

帯、り災者43名、被害額53,730千円。

1953 昭和28年 車両､建物火災 国鉄陸中花輪駅で客車１両と待合室１棟全焼。損害額2,250千円。

建物火災 4月9日　七滝村大地で住家12棟全焼。り災12世帯95名､被害額14,550千円。

建物火災 5月  柴平村小平で住家3棟、非住家4棟全焼。

建物火災 5月  毛馬内町高田で住家8棟焼失。

建物火災 5月　大湯銚子発電所住宅5棟全焼。

1954 昭和29年 建物火災 花輪町新町で放火により住家4棟全焼。損害額7,480千円。

建物火災 花輪町狐平で製材所1棟、住家1棟焼失。

建物火災 柴平村鶴田の製材所120坪、材木その他資材焼失。損害額5,000千円。

落    雷 9月12日　曙村杉山で落雷により住家3棟、非住家2棟全焼。

建物火災 12月19日　尾去沢町下モ平で住家4棟、非住家1棟全焼。

建物火災 12月　尾去沢町蟹沢でバラック建長屋（5戸）で1棟焼失。

建物火災 宮川村小豆沢で住家3棟、非住家4棟が全焼。

1955 昭和30年 水　  害 6月　八幡平村で水害が発生し堤防決壊多数、床上浸水も多数。

建物火災 7月18日　大湯町川原ノ湯で劇場など6棟全焼。

建物火災 8月13日　十和田町毛馬内高田で住家3棟、非住家1棟全焼。

建物火災 8月　十和田町錦木申ケ野で住家9棟、非住家4棟全焼。り災者71名、損害額

10,440千円。 

建物火災 花輪町久保田で8棟全焼。

建物火災 大湯町で製材工場火災、工場と住家2棟焼失。り災世帯8世帯､損害額5,000

千円。

1956 昭和31年 林野火災 4月　十和田町山根で山林火災発生。民有林103町歩焼失。損害7,000千円。

林野火災 5月21日　尾去沢町十文字の山林から出火。花輪町花軒田にかけて国有林及

び民有林合わせて10町歩焼失。

水    害 7月23日　花輪町120mm、八幡平村200mmの豪雨により銭川温泉、玉川・両国

両鉱山住宅2棟全壊。夏井橋、長嶺橋、夜明島橋、水沢橋等熊沢川全橋10箇

所流失、栃木川原、赤渕等護岸決壊、水田10町歩以上冠水被害。長牛橋、

用野目橋、高屋橋が損傷。損害額30,000千円以上。

建物火災 11月21日　小坂町銀山町で火災。住家23棟、非住家4棟全焼。り災者101名

損害額29,800千円。

1957 昭和32年 林野火災 十和田町崩森国有林で山林火災発生。焼失面積8ha。

建物火災 5月3日　小坂町荒川で住家26棟、非住家17棟全焼。り災世帯27世帯、り災

者159名、被害額50,000千円。

1958 昭和33年 建物火災 2月9日　十和田町毛馬内の寺院全焼。

建物火災 3月24日　八幡平村大里（上村）で住家6棟、非住家7棟全焼。

建物火災 4月5日　花輪町鶴田で住家2棟、非住家2棟全焼。

建物火災 11月21日　小坂町銀山町で共同住宅23棟、非住家4棟全焼。り災者101名。

1959 昭和34年 建物火災 12月12日　放火により花輪町小坂で住家1棟全焼。

建物火災 十和田町錦木申ケ野で大火。8棟全焼。

1961 昭和36年 建物火災 3月20日　花輪町新町で住家2棟、工場1棟全焼。負傷者5名、損害額7,749

千円。

建物火災 4月3日　花輪町柴内高市で住家2棟、非住家1棟全焼。死者1名、損害額

1,383千円。

洪　  水 4月4日　異常高温による雪解けと暖風に豪雨が重なり河川が増水。花輪町

で米代川が増水し用野目橋流失、狐平・下川原護岸決壊。八幡平村赤渕で

水田4,040haが冠水。小坂町で若木立橋流失。合計損害額4千数百万円。

建物火災 5月5日　八幡平村蛇沢で住家3棟、非住家2棟全焼。

建物火災 5月24日・6月5日　連続放火により花輪町小深田で火災（ボヤ）発生。

林野火災 5月25日　花輪町雁府で山林火災発生。焼失面積4.5ha。
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西 暦 年  号 種  別 記        録

建物火災 5月25日　八幡平村湯瀬のホテル食堂炊事場でプロパンガスの配管工事中、

ガス漏れによる爆発火災。死者1名、重軽傷者5名。

建物火災 8月10日　花輪町東山で住家1棟、非住家2棟全焼。損害額1,029千円

1962 昭和37年 林野火災 5月12日　十和田町大湯中滝で山林火災発生。14日夜まで続き4000ha焼失。

林野火災 5月14日　花輪町柴内で山林火災発生。国有林5ha焼失。

建物火災 5月17日　尾去沢鉱山で住家6棟全焼。

1963 昭和38年 建物火災 1月11日　十和田町大湯上町で住家4棟全焼。

1965 昭和40年 建物火災 2月　花輪町高屋で住家2棟、非住家1棟半焼、鶏2000羽、ヒナ鳥13000羽が

焼死。

林野火災 5月　花輪町大曲水無沢町有林50ha焼失。

建物火災 5月25日　連続放火により花輪町舟場で住家1棟全焼、住家、非住家3棟半焼

負傷者1名、損害額3,299千円

建物火災 6月13日　連続放火により花輪町舟場で住家1棟全焼。住家、非住家4棟半焼

損害額1,034千円

建物火災 7月10日　連続放火により花輪町立花輪第一中学校校舎2棟全焼。焼失面積

1,848㎡、損害額17,000千円。

台    風 能代沖を通過した台風23号は、風速20ｍの強風を伴い稲の倒伏45ha、果樹

の落下2万箱、被害額40,000千円。

建物火災 11月10日　花輪町中町で住家3棟全焼、住家2棟半焼、損害額12,131千円。

1966 昭和41年 建物火災 5月23日　花輪町谷地田町で住家2棟、非住家1棟全焼、住家・非住家6棟半

焼、死者1名、損害額3,389千円。

水　  害 8月12日　小坂町川上地区で河川が増水、住家1棟流失。土木及び農地被害

37箇所、損害額113,950千円。

建物火災 9月6日　花輪町立柴内小学校校舎1棟全焼。焼失面積2,450㎡。原因はカマ

ドの煙突の破損、損害額19,453千円。

1967 昭和42年 建物火災 3月24日　花輪町下タ町の整備工場で火災、死者3名。

建物火災 十和田町浜田で住家1棟、倉庫185.6㎡全焼、損害額2,500千円。

建物火災 5月31日 花輪町花軒田で住家3棟、非住家1棟全焼。損害額5,232千円。

建物火災 10月　花輪町鶴田で製材工場330㎡1棟、住家85㎡1棟全焼。

建物火災 十和田町大湯川原ノ湯でアパート火災。1棟171.6 ㎡（6世帯）全焼、損害

額4,000千円。

建物火災 尾去沢町尾去で鶏舎と作業小屋396㎡全焼。鶏300羽、豚2頭焼死。

1968 昭和43年 建物火災 2月19日 花輪町舟場で住家2棟全焼、住家2棟半焼、損害額8,504千円。この

火災で消火活動中の消防職員１名が殉職。

建物火災 八幡平村黒沢で住家1棟、非住家3棟全焼。損害額4,000千円。

地　  震 5月16日　9時50分頃､北海道十勝沖を震源地とする地震が発生。秋田県では

震度4を記録し、鹿角地区では1日に数十回の余震が1週間程度続いた。

この地震により花輪町の大堰水路の水が横揺れし、道路へ水が飛散した。

また､花輪小学校をはじめ住家の一部が破損し土蔵等の壁が崩れるなどの被

害が続出した。

建物火災 8月3日　尾去沢町下モ平で住家7棟、非住家1棟全焼。損害額29,750千円。

1969 昭和44年 建物火災 4月24日　花輪町大町で3棟全半焼。

林野火災 5月4日　花輪町甘蕗の山林15ha焼失。

林野火災 5月7日　尾去沢町で水晶山国有林植樹祭記念造林地2ha焼失。

建物火災 花輪町横町で3棟全半焼。損害額15,000千円。

交通事故 8月15日　花輪町新町の火災（ボヤ）現場にオートバイで駆け付ける途中、

自家用車と接触し、消防団員１名殉職。

建物火災 10月11日  花輪町東山で養畜舎1棟全焼。死者2名、負傷者1名、牛数十頭

焼死、損害額7,063千円。
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1970 昭和45年 建物火災 9月16日　花輪町新町の醤油味噌醸造工場で工場､倉庫併せて3,260㎡全焼。

損害額は100,000千円。

建物火災 11月24日　花輪町谷地田町の下駄製造工場から出火。5棟1,150㎡全焼。

1971 昭和46年 建物火災 5月27日　小坂町尾樽部で住家5棟全焼。り災世帯5世帯、り災者22名、損害

額22,460千円

建物火災 5月29日　十和田町毛馬内下陣場で製材所（370㎡）1棟、住家2棟、非住家2

棟全焼。

1972 昭和47年 水　  害 7月8日から9日にかけ大雨のため、道路決壊21箇所、堤防決壊15箇所、田畑

の流失、毛馬内下高田橋流失等の被害が発生する。

1973 昭和48年 建物火災 1月30日　八幡平松館で住家2棟全焼、住家1棟・非住家2棟半焼。損害額

2,583千円

1974 昭和49年 雪　　害 2月3日　前日からの大雪により八幡平地区で住家全壊2棟、半壊8棟、一部

破損多数。

交通事故 11月10日　秋季防火週間の初日､花輪地区消防団車両が不時演習への出動途

上、国道282号の信号機のある交差点で大型トラックと衝突した。消防車は

右側店舗に突っ込み､大型トラックは左側店舗に突っ込む。消防車に乗って

いた消防団員13名は振り落とされて、死者3名、重傷者3名、軽傷者7名が発

生した。

1975 昭和50年 労働災害 5月　花輪鉱山で落盤事故発生。死者1名。

建物火災 6月10日　花輪古館で工場2棟、非住家1棟全焼、非住家1棟半焼。損害額

4,700千円。

1976 昭和51年 建物火災 2月15日　大湯上ノ湯で旅館1棟（739㎡)全焼。負傷者3名、損害額8,644

千円。（自動火災報知設備の警報ベルが作動したのに無視し、ベルを停止

したもの。）

労働災害 8月　尾去沢鉱山で落盤事故発生。死傷者2名。

1977 昭和52年 建物火災 2月6日　旧毛馬内小学校校舎1棟全焼。負傷者（団員）3名、焼失面積

2,646㎡、損害額6,453千円。

建物火災 4月22日　八幡平谷内で非住家5棟全焼。損害額3,897千円。

1977 昭和52年 建物火災 6月4日　花輪旭町で工場2棟､住家2棟､非住家2棟全焼。損害額12,496千円。

1978 昭和53年 建物火災 3月9日　花輪柴内の不動尊神社1棟全焼。

建物火災 4月23日　八幡平碇で住家2棟全焼、1棟半焼。負傷者（消防職員）1名。損

害額2,841千円。

建物火災 9月22日　鉛山鉱山㈱大湯破砕場１棟全焼、負傷者（団員）1名。焼失面積

643㎡、損害額8,964千円。原因は硫火鉱の自然発火。

1979 昭和54年 大　  雨 3月31日　鹿角市全域暴風雨。土木施設33件、農林施設26件、文化施設11

件、建物の破損80棟以上の被害。

林野火災 5月6日　十和田山根地区で林野火災が発生。焼失面積2,396a。損害額

18,574千円

1980 昭和55年 大　  雨 4月6日　鹿角市全域の大雨及び融雪のため堤防決壊25件、道路決壊3件、

家屋の一部破損2件、田圃の流失３町歩の被害。

建物火災 6月12日　尾去沢鉱山㈱で選鉱所の一部焼失。焼失面積1,342㎡、損害額

442千円

1981 昭和56年 台　  風 8月23日　台風15号のため家屋全壊15棟、半壊10棟、一部破損100棟以上の

被害。

1983 昭和58年 地　  震 5月26日　日本海中部地震で震度4を記録。1日に数回の余震が続き、住家・

水田・道路等に被害が出た。被害額200,000千円。

車両火災 10月9日早朝　花輪東山国有林地内で乗用車が焼失し、車内で親子4名が焼

死。この年は計6名の焼死者が発生。
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1984 昭和59年 建物火災 4月20日　花輪葉ノ木谷地で住家全焼。死者1名、損害額15,245千円。

建物火災 5月10日　毛馬内三の丸で住家全焼。死者1名、損害額2,008千円。

建物火災 5月14日　花輪諏訪野で住家部分焼。死者1名、損害額260千円。

建物火災 6月5日　花輪上中島で放火により住家半焼。死者1名、損害額589千円。

建物火災 6月18日　八幡平谷内の寺院826㎡全焼､林野7ａ焼失。損害額64,476千円。

1985 昭和60年 建物火災 7月17日　八幡平湯瀬で住家全焼。死者2名、損害額2,344千円

1986 昭和61年 水    害 8月5日　台風10号による豪雨のため河川が増水、床下浸水住家2棟、非住

家1棟、工場及び事務所各1棟の被害。通算雨量103.5㎜

1987 昭和62年 建物火災 2月6日　尾去沢下モ平で住家1棟全焼。死者1名、損害額3,794千円。

1988 昭和63年 交通事故 1月31日　東北自動車道上り線588KP付近で普通乗用車に普通トラックが追

突。重軽傷者3名、うち1名は五ノ宮橋から約14ｍ下へ転落。

建物火災 7月31日　花輪合ノ野で縫製工場全焼。損害額29,329千円。

建物火災 9月22日　毛馬内中台地で住家部分焼。死者1名、損害額297千円。

1989 平成元年 建物火災 7月30日　花輪谷地中で牛舎全焼。牛17頭焼死、損害額14,741千円。原因は

干し草の自然発火。

建物火災 1月13日　花輪長野で住家全焼。死者1名、損害額5,020千円。

1990 平成２年 建物火災 12月28日　花輪下タ町で住家1棟全焼、1棟半焼。死者1名、損害額9,380

千円。

1991 平成３年 台    風 9月28日未明、鹿角市内は台風19号の暴風圏内に入り、全域にわたり大きな

被害を受ける。重軽傷者13名、住家被害826棟、被害額939,000千円。農産

物被害額はリンゴを中心に2,595,000千円など、総被害額4,813,940千円。

建物火災 11月20日　尾去沢中沢の寺院513㎡全焼。死者1名、損害額68,067千円。

1992 平成４年 火　　災 鹿角市で5月16日から12月16日まで７ヶ月間の無火災を記録。年間火災件数

も市発足以来最少の5件となる。

建物火災 10月26日　小坂町尾樽部で住家3棟全焼。死者1名、り災世帯3世帯、り災者

13名、損害額34,228千円。

1993 平成５年 建物火災 12月21日　錦木山谷で住家1棟全焼。死者1名、損害額9,026千円。

1994 平成６年 建物火災 10月27日　花輪荒屋敷で住家2棟全焼。死者1名、損害額13,956千円。

1995 平成７年 建物火災 1月10日　小坂町万谷で住家1棟全焼、死者1名、損害額20,003千円。

1996 平成８年 危険物漏洩 7月6日　八幡平湯瀬の危険物施設で軽油600ℓが米代川へ流出。

1997 平成９年 自然災害 5月11日　八幡平熊沢国有林地内で大規模な土砂災害が発生。澄川、赤川両

温泉施設の合計16棟が流失する。人的被害なし。

1998 平成10年 建物火災 1月18日　毛馬内で建物火災。死者1名。

建物火災 3月30日　八幡平大里で製材工場2棟半焼。

建物火災 6月3日　花輪狐平で住家全焼。死者1名

集団救急 8月3日　田沢湖町玉川温泉で集団食中毒が発生。52名を救急搬送。

集団救急 9月10日　後生掛温泉で毒キノコによる食中毒が発生。9名を救急搬送。

2001 平成13年 林野火災 4月から5月にかけ、野焼き・枯れ草焼却の不始末による林野火災が10件発

生。

2001 平成13年 建物火災 7月19日　草木砂派で牛舎全焼。牛20頭焼死、車両1台全焼。

2002 平成14年 建物火災 1月1日　花輪級ノ木で牛舎全焼。牛18頭焼死。

建物火災 5月6日　尾去沢新堀市営住宅部分焼。

2004 平成16年 危険物漏洩 1月18日　小坂町尾樽部で工場から苛性ソーダが24㎥流出。原因は貯蔵タン

クの腐食。

建物火災 2月3日　花輪下花輪で住家2棟全焼、1棟半焼。

建物火災 3月4日　尾去沢新堀で住家1棟全焼、車両1台全焼。死者1名

建物火災 3月27日　花輪上台で非住家3棟全焼、非住家1棟半焼。

2005 平成17年 建物火災 2月7日　錦木冠田で住家全焼。死者2名

建物火災 9月中に毛馬内押出で連続火災。住家1棟全焼、車両1台全焼。

危険物漏洩 4月16日　尾去沢蟹沢の危険物施設で重油2,100ℓが米代川へ流出。

-61-



西 暦 年  号 種  別 記        録

2006 平成18年 建物火災 5月13日　毛馬内押出で住家1棟全焼。死者1名。

建物火災 8月23日　小坂町尾樽部で工場火災。工場部分焼、損害額302,208千円。

建物火災 10月25日　毛馬内鹿倉崎の環境衛生センターごみ処理場で爆発火災。負傷

者無し、損害額21,000千円。

建物火災 12月9日　草木二本柳で住家1棟全焼。死者1名。

2007 平成19年 集中豪雨 9月16日から17日にかけ、秋田県北部を中心とする集中豪雨のため、鹿角市

では降り始めからの総雨量が260㎜に達し過去最高を観測。

鹿角市では避難勧告（377世帯1,175名）、避難指示（519世帯1,228名）。

住家被害は住家半壊3棟、一部損壊1棟。床上浸水は住家9棟、非住家1棟。

床下浸水は住家72棟、非住家30棟。農業被害は水田の流失・埋没21.6ha、

冠水156ha。畑の流失･埋没2.5ha、冠水3.5ha。その他に水道66戸、農地・

農業用施設220箇所、道路40箇所、橋りょう2箇所、河川46箇所など合わせ

て農林水産業施設815,800千円、公共土木施設374,215千円、農産物等被害

42,895千円となり、総額1,232,910千円の被害を出す。人的被害なし。

2008 平成20年 林野火災 4月から5月にかけて林野火災が多発。特に4月5日は1日5件を記録する。

建物火災 5月1日　八幡平谷内の製材工場で火災。製材工場、事務所、倉庫の3棟を全

焼。損害額46,519千円。この火災で鹿角市消防団は28年ぶりとなる特命出

動を発令。消防団員400名が出動する。

2009 平成21年 警　　戒 4月5日　北朝鮮の飛翔体発射に係る特別警戒本部を設置。被害無し。

2010 平成22年 集中豪雨 7月29日から30日にかけ、秋田県北部を中心とする集中豪雨のため、鹿角市

では降り始めからの総雨量は157㎜に達する。

鹿角市では、住家被害が床上浸水1棟、床下浸水15棟、農地・農業用施設71

箇所、道路37箇所、河川13箇所の被害を出す。人的被害なし。

2011 平成23年 雪　　害 1月1日　前日からの大雪で鹿角市十和田地区で倒木2件、溢水4件、小坂町

で溢水3件発生する。倒木による交通障害なし。溢水により冠水及び床上・

床下浸水したが実害なし。

建物火災 1月3日　末広上屋布で住家1棟全焼。死者2名、負傷者4名、り災世帯1世帯

り災者7名。

地　　震 3月11日　東北地方太平洋沖地震発生。鹿角市では震度4、小坂町では震度

3を記録する。鹿角市は全域が停電となったが、人的被害、倒壊等の被害

はなし。小坂町は小坂製錬及び関連建物以外が停電となったが、人的被害

倒壊等の被害はなし。

集中豪雨 8月17日　秋田県全域に大雨による被害が発生。降り始めからの総雨量は

鹿角市123.5㎜、小坂町97.5㎜。住家被害は鹿角市で床上浸水1棟、床下

浸水2棟、人的被害なし。小坂町で鉄砲水による住家1棟一部破損。り災

世帯1世帯、り災者5名、人的被害なし。

2012 平成24年 暴　　風 4月4日　強い寒気の影響による暴風で各地に被害が発生。被害状況は、鹿

角市で住家7棟、非住4棟、倒木7件、信号機1件、電線・電柱2件、消防標

識1件。小坂町で住家1棟、倒木1件。人的被害なし。

建物火災 4月19日　小坂町大稲坪で工場火災。クーリング棟及び物置小屋全焼。

そ の 他 4月20日　八幡平クマ牧場で熊38頭の内、4頭が檻外へ脱走。飼育員2名が

襲われ、2名とも社会死状態で発見される。脱走した熊4頭は、猟友会によ

り射殺される。

建物火災 5月10日　小坂町横道の町営住宅1棟全焼、1棟半焼。り災世帯1世帯、り災

者3名。

危険物漏洩 5月19日　小坂町大稲坪の工場より灯油12，000ﾘｯﾄﾙ流出。周囲への影響等

なし。

建物火災 8月6日　花輪級ノ木で住家1棟全焼。り災世帯1世帯、り災者2名。

建物火災 10月17日　花輪寺坂で住家1棟全焼。

建物火災 12月26日　尾去沢新山で市営住宅1棟部分焼。り災者3世帯、り災者4名。
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西 暦 年  号 種  別 記        録

2013 平成25年 暴　　風 4月7日　発達中の低気圧による暴風で各地に被害が発生。被害状況は、鹿

角市で住家2棟、非住家12棟、倒木2件、人的被害なし。小坂町で倒木等被

害なし。

建物火災 5月10日　尾去沢上山で住家1棟全焼。り災世帯1世帯、り災者2名。

車両火災 6月2日　十和田湖生出地内国道103号上で車両1台全焼。死者1名。

建物火災 8月7日　八幡平谷内の木材加工工場で火災。木材加工工場1棟を全焼。

集中豪雨 8月9日　秋田県北部を中心とする集中豪雨のため、鹿角市では、10時52

分までの1 時間に108.5㎜を記録、土砂災害や浸水害が多数発生した。

鹿角市で避難勧告（1,150世帯2,707名）住家被害は鹿角市で住家3棟半壊

非住家1棟全壊、床上浸水23棟、床下浸水187棟、人的被害なし。

小坂町で床上浸水1棟、床下浸水2棟、人的被害なし。

台    風 9月16日　台風18号による大雨により、鹿角市で避難勧告（316世帯860名）

避難指示（2,118世帯5,435名）、住家被害は鹿角市で床上浸水1棟、床下

浸水26棟、人的被害なし。小坂町で被害なし。

建物火災 11月8日　花輪鶴田の自動車リサイクル工場で火災。自動車リサイクル諏

訪野工場1棟を半焼。負傷者1名。

建物火災 12月14日　花輪西町で住家1棟全焼。り災世帯1世帯、り災者5名。

建物火災 12月15日　大湯川原ノ湯で住家1棟全焼。り災世帯1世帯、死者1名。
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鹿角市、小坂町で発生した災害情報を携帯電話やパソコンにｅメールで配信しています。

登録のしかたは市・町のメールアドレスへ空メールを送信するだけ！

返信されたメールに記載されたＵＲＬへ接続し、希望する情報をチェックし、登録完了です。

氏名や連絡先を入力する必要はありません。右のＱＲコードでもＵＲＬを取得できます。

詳しくは、鹿角市・小坂町のホームページをご覧ください。

情報配信メール登録用ｅメールアドレス

鹿角市：e-kazuno@xpressmail.jp 小坂町：e-kosaka@xpressmail.jp

メール登録用ＱＲコード

鹿角市

小坂町

・消防団員の方は消防署でも登録できます。

※消防団員の方が登録する際は、消防署（２３－５６０１）へご連絡ください。

消防署では自治会単位で命綱の結び方を指導しています。

ご希望の自治会は消防署へご連絡ください。

鹿角広域行政組合消防本部管内
出 動 件 数

平成２５年１月～平成２５年９月末
総出動件数 １１５０件

①火 災 ２９件

②救 急 ９７０件

③救 助 ３４件

④自然災害 ３７件

⑤遭難捜索 ７件

⑥そ の 他 ７３件

消
防

第

号

平
成

年

秋
冬
号

編
集
・
発
行
：
鹿
角
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
･
消
防
署

秋
田
県
消
防
協
会
鹿
角
支
部

鹿

角

か

づ
の

消
す
ま
で
は

心
の
警
報
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま

小型ポンプ操法の部 小坂町消防団第４分団（上川原班）優 勝
ポンプ車操法の部 鹿角市消防団第５分団（尾 去 沢）第５位
総合成績 鹿角支部 第３位

※
火
災
予
防
週
間
中
、

７
時
と

時
に

サ
イ
レ
ン
又
は
警
鐘
が
鳴
り
ま
す
。

火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

秋
の
火
災
予
防
運
動

平
成

年

月

日(

日)

～

月

日(

土)

８
月

・

日
、
米
代
川
河

川
敷
に
お
い
て
、
流
水
救
助
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

流
れ
の
あ
る
河
川
で
、
安
全

か
つ
効
率
の
よ
い
救
助
活
動
を

行
う
こ
と
を
目
標
に
、
救
助
隊

員
の
ほ
か
、
延
べ

人
の
職
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

流
さ
れ
て
く
る
要
救
助
者
に

水
に
浮
く
ロ
ー
プ
の
入
っ
て
い

る
「
ス
ロ
ー
バ
ッ
グ
」
を
投
げ

て
救
助
す
る
方
法
や
、
救
助
用

ボ
ー
ト
で
接
近
し
て
救
助
す
る

方
法
な
ど
数
種
類
の
救
助
法
を

学
び
ま
し
た
。

蟹沢自主防災会１０周年

平
成

年
に
自
主
防
災
会
を

結
成
し
、

周
年
を
迎
え
た
蟹

沢
自
主
防
災
会
の
訓
練
が
、
９

月
８
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、

避
難
誘
導
、
初
期
消
火
、
救
出

訓
練
な
ど
の
ほ
か
、
心
肺
蘇
生

や
土
の
う
積
み
訓
練
な
ど
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
に
よ
り
血
圧
測
定
や
住
民

の
健
康
相
談
を
行
っ
た
ほ
か
、

飲
料
水
を
節
約
出
来
る
「
炊
飯

袋
」
を
使
用
し
て
親
子
で
炊
き

出
し
の
準
備
を
す
る
な
ど
、
積

み
重
ね
て
き
た
経
験
を
充
分
に

活
か
し
た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

安全な除雪作業のために、次のことに注意しましょう

① 安全な服装で作業！

② 命綱・安全帯を正しく装着！

③ ２人以上で作業！

④ はしごはしっかり固定！

⑤ 足場には特に注意！

⑥ 屋根の雪のゆるみに注意！

⑦ 使いなれた除雪道具を使用！

⑧ 無理な作業はやめましょう！
５月２２日、東京都港区の日本消防会館において

開催された「消防団員確保に関するシンポジウム」

に、鹿角市消防団の黒澤文男団長が出席し、鹿角市

消防団の活動内容や、団員確保の取り組みについて

発表しました。

寒
い
季
節
は
、
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。

火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
団
に
よ
る
火
災
想
定
訓
練

※
訓
練
終
了
後
の
午
前
中
に
消
防
車
に
よ
る

防
火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。

①
日
時
：
平
成

年

月

日
（
日
）
早
朝

②
場
所
：

八
幡
平

水
沢
集
落
会
館

小
坂
町
：
三
ツ
森
工
業
団
地

祝 初優勝
小坂町消防団第４分団（上川原班）

第５０回秋田県消防操法大会 小型ポンプ操法の部

鹿角支部大会を勝ち抜いた鹿角市消防団第５分団と小坂町消防団第４分団は、

７月下旬から朝夕と厳しい訓練を重ね、９月６日に開催された第５０回秋田県

消防操法大会において上記の成績を収めました。上川原班は、小型ポンプ操法

の部に２年連続で出場し、悲願の初優勝となりました。

出場分団員に関係する皆様のご理解、ご協力に感謝申しあげます。

25

１１
１１

３
９

３

１

2５１９
鹿
角
市
：
花

輪

鹿
角
市
総
合
運
動
公
園

１



０
０
０
０
０
０

既に設置されているご家庭でも・・・

・汚れていませんか？

ホコリが付くと火災を感知しにくくなります。

１年に１回は、乾いた布等で拭いてください。

・警報音は鳴りますか？

月に１回程度警報音が鳴るかどうか確認してく

ださい。電池切れや故障の場合、警報音とは違

う音が鳴る機種もあります。お買い上げになっ

たお店やメーカーに問い合わせてください。

始まって
います！

す
で
に
運
用
が
始
ま
っ
て
い
る
「
特
別
警
報
」

は
、
従
来
の
警
報
の
基
準
を
は
る
か
に
超
え
た
、

数
十
年
に
一
度
の
大
雨
や
大
雪
、
暴
風
な
ど
が
予

想
さ
れ
る
場
合
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
８
月
９
日
、
鹿
角
地
域
を
始
め
秋
田
県

か
ら
岩
手
県
に
か
け
て
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
豪
雨
が
該
当
し
ま
す
。

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た

と
き
は
、
今
ま
で
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
よ
う
な
激
し
い

雨
や
暴
風
な
ど
、
異
常
な
現

象
が
起
き
る
状
況
で
す
。

と
り
ま
し
ょ
う
。

決
し
て
慌
て
ず
、
周
囲
の
状
況
や
、
市
町
か
ら

発
表
さ
れ
る
避
難
勧
告
な
ど
の
情
報
に
注
意
し
、

し
て
く
だ
さ
い
。

す
で
に
外
が
危
険
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
場
合

に
は
、
無
理
を
せ
ず
に
家
の
中
の
よ
り
安
全
な
場

所
に
と
ど
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
は
道
路
脇
に
あ
る

「
消
火
栓
」
や
「
防
火
水
槽
」

を
ご
存
じ
で
す
か
？

こ
れ
ら
「
消
防
水
利
」
は

火
災
現
場
で
放
水
す
る
た
め

に
、
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
で
す
。

火
災
が
発
生
し
た
場
合
、

消
防
水
利
の
前
に
駐
車
車
両

が
あ
る
と
消
火
活
動
の
妨
げ

に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
道

路
交
通
法
で
は
こ
れ
ら
消
防

水
利
の
周
辺
に
駐
車
す
る
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
降
雪
期
に
な
る
と

消
防
水
利
に
雪
が
積
も
り
、

ス
ム
ー
ズ
な
消
火
活
動
が
で

き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
消
防
職
・
団
員

が
常
時
除
雪
を
し
て
い
ま
す

が
、
大
雪
が
降
っ
た
場
合
は

消
防
水
利
の
除
雪
に
対
応
で

き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ご
自
宅
付
近
で
雪
が
積
も
っ

た
ま
ま
の
消
防
水
利
に
お
気

付
き
に
な
り
ま
し
た
ら
、
除

雪
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
取
扱
い
に
つ
い
て
】

・
静
電
気
に
よ
る
着
火
を
防
ぐ
た
め
、
金
属

製
の
容
器
で
貯
蔵
し
ま
し
ょ
う
。

・
容
器
は
密
栓
し
て
、
日
の
当
た
ら
な
い
風

通
し
の
良
い
場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

・
ガ
ソ
リ
ン
を
取
扱
っ
て
い
る
場
所
で
は
、

火
気
や
火
花
を
発
生
す
る
機
械
器
具
の
使

用
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

・
給
油
時
は
、
車
両
や
発
電
機
な
ど
の
エ
ン

ジ
ン
を
必
ず
停
止
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

・
容
器
の
キ
ャ
ッ
プ
を
外
す
前
に
圧
力
調
整

ネ
ジ
を
緩
め
て
容
器
内
の
圧
力
を
開
放
し

ま
し
ょ
う
。

・
給
油
ノ
ズ
ル
は
給
油
口
に
確
実
に
取
り
付

け
、
漏
れ
や
飛
び
散
り
が
無
い
よ
う
に
給

油
し
ま
し
ょ
う
。

必ず金属製のものを！

変形、破損に注意！

冬
期
間
に
な
る
と
、
除
雪
機
な
ど
を
使
用
す
る

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
の
際
、
ガ
ソ
リ
ン
を

携
行
缶
か
ら
給
油
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
は
取
扱
い
を
誤
る
と
大
変
危
険
で
す
。

危
険
性
を
よ
く
理
解
し
、
正
し
い
貯
蔵
・
取
扱
い

を
お
願
い
し
ま
す
。

圧力調整ネジ

寒さが増し、暖房器具を使用することが多くなって

くる季節。また、これからは空気が乾燥し、火災が

起こりやすくなってきますので、ご家庭の暖房器具

の取扱いについてもう一度チェックしてみましょう。

４軒に１軒が
未設置です!!

１．反応を調べる
周囲の安全を確認して、

反応があるかを確かめます。

２．１１９番通報とＡＥＤの手配
反応がなければ、大きな声で

周囲に知らせ「あなたは１１９番

通報を」「あなたはＡＥＤを」と

協力依頼します。

３．呼吸を調べる
胸とお腹の動きを見て、

１０秒以内で普段通りの

呼吸があるかどうか確認

します。

心
肺
蘇
生
法
は
国
際
的
に
統
一
さ
れ
て
お
り
、
最
新
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
胸
骨
圧
迫

（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
ま
す
。

４．胸骨圧迫（心臓マッサージ）
普段通りの呼吸が無ければ、直ちに

胸骨圧迫を開始します。胸の真ん中

を連続で３０回圧迫します。

６．ＡＥＤの使用
ＡＥＤが届いたら電源を入れ、

胸にパッドを貼り付けます。

ＡＥＤの音声に従い、電気ショック

をするか、胸骨圧迫と人工呼吸を継続します。

※必ず電気ショックをするとは限りません。

５．気道確保、人工呼吸
片手を額に当て、もう片方の

人指し指と中指をあごの先端

に当て持ち上げ、口から２回

息を吹き込みます。

～
い
ざ
と
い
う
時

救
え
ま
す
か

そ
の
生
命
～

心
肺
蘇
生
法

い
の
ち

※
心
肺
蘇
生
は
交
代
し
な
が
ら
行
い
、
よ
り
効
果
的
な
胸
骨
圧
迫
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

胸
骨
圧
迫
は
救
急
隊
と
交
代
す
る
ま
で
続
け
て
く
だ
さ
い
。

※
確
実
な
心
肺
蘇
生
法
が
で
き
る
よ
う
、
応
急
手
当
講
習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
胸
骨
圧
迫
を
先
に
行
い
、
人
工
呼
吸
は
そ
の
後
。

●
胸
骨
圧
迫
は
「
強
く
、
速
く
、
絶
え
間
な
く
」

・
強

く
：
深
さ
は
成
人
で
少
な
く
と
も
５
㎝
、
小
児
、

乳
児
で
胸
の
厚
み
の
約
３
分
の
１
圧
迫
す
る
。

・
速

く
：
１
分
間
あ
た
り
少
な
く
と
も
１
０
０
回
の

テ
ン
ポ
で
行
う
。

・
絶
え
間
な
く

●
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
全
年
齢
に
使
え
ま
す
。

【
ガ
ソ
リ
ン
の
危
険
性
】

・
ガ
ソ
リ
ン
は
マ
イ
ナ
ス

度
で
気
化
し
ま
す
。

・
静
電
気
や
少
し
の
火
花

で
も
引
火
し
ま
す
。

・
蒸
気
は
溜
ま
り
や
す
く
、

目
に
見
え
ま
せ
ん
。

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成

年
６
月
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

が
、
当
消
防
本
部
の
管
内
で
は
、
約

％
の
ご
家

庭
で
設
置
が
進
ん
で
い
な
い
状
態
で
す
。

火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
逃
げ
遅
れ
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
早
期
に
設
置
を
お
願
い

し
ま
す
。

（平成25年9月現在）

正常に動作するよう、適正な維持管理をお願いします。

ボ
タ
ン
タ
イ
プ

ひ
も
タ
イ
プ

警報・注意報に先立ち発表

重大な災害が起こる危険性が高まります

大雨警報

大雨の期間、予想雨量、警戒を

要する事項などが発表されます

警報になる可能性があります

大雨注意報

大雨に関する気象情報

この段階で

注意を!!

ただちに命を

守る行動を!!

特別警報が発表されるまで（大雨の場合）

大雨特別警報

暖房器具の安全チェックポイント
□ 暖房器具の上に洗濯物を干していませんか？

□ カーテンの近くで使用していませんか？

□ スプレー缶を近くに置いていませんか？

□ 燃えやすいものが近くにありませんか？

□ 不安定な置き方はしてませんか？

□ 暖房器具をつけたまま寝ていませんか？

□ 外出するとき、暖房器具を消していますか？

（石油ストーブ・石油ファンヒーター）
□ 給油は火を消してから行っていますか？

また灯油であることを確認してますか？

□ 吸排気筒や煙突に異常はありませんか？

□ 燃料用ホースに亀裂が入っていませんか？

□ ホームタンクに異常はありませんか？

（電気ストーブ・電気カーペット）
□ 使わないときコンセントを抜いていますか？

□ プラグにホコリがたまっていませんか？

□ 電気コードにキズや破れはありませんか？

□ 内部のヒーター線がねじれていませんか？

【
主
な
変
更
点
】

：
胸
骨
圧
迫
の
中
断
は
最
小
限
に
。

100回／分の

少なくとも

５㎝！

テンポ！



2６

①
日
時
：
平
成

年
４
月
６
日
（
日
）
６
時

②
場
所
：
鹿
角
市
：
大
湯
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

小
坂
町
：
小
坂
小
中
学
校

春
の
火
災
予
防
運
動

平
成

年
４
月
６
日(

日)
～
４
月

日(

土)
12

2６

鹿角市、小坂町で発生した災害情報を携帯電話やパソコンにｅメールで配信しています。

登録のしかたは市・町のメールアドレスへ空メールを送信するだけ！

返信されたメールに記載されたＵＲＬへ接続し、希望する情報をチェックして登録完了です。

氏名や連絡先を入力する必要はありません。右のＱＲコードでもＵＲＬを取得できます。

詳しくは、鹿角市・小坂町のホームページをご覧ください。

情報配信メール登録用ｅメールアドレス

鹿角市：e-kazuno@xpressmail.jp 小坂町：e-kosaka@xpressmail.jp

メール登録用ＱＲコード

鹿角市

小坂町

・消防団員の方は消防署でも登録できます。

※消防団員の方が登録する際は、消防署（２３－５６０１）へご連絡ください。

鹿角広域行政組合消防本部管内
出 動 件 数

平成２５年１月～平成２５年１２月末

総出動件数 １５８３件

①火 災 ４０件

②救 急 １３４６件

③救 助 ５１件

④自然災害 ３８件

⑤遭難捜索 ７件

⑥そ の 他 １０１件

第
三
十
六
号

平
成
二
十
六
年

春
夏
号

編
集
・
発
行
：
鹿
角
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
･
消
防
署

秋
田
県
消
防
協
会
鹿
角
支
部

消
防
鹿

角

か

づ
の

※
火
災
予
防
週
間
中
、

７
時
と

時
に

サ
イ
レ
ン
又
は
警
鐘
が
鳴
り
ま
す
。

火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

暖
か
く
な
っ
て
く
る
こ
の
季
節
は
、
火
の
取
扱
い

に
対
す
る
注
意
心
が
緩
み
が
ち
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

空
気
が
乾
燥
し
風
の
強
い
日
が
多
い
こ
と
か
ら
火
災

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
訓
練
終
了
後
の
午
前
中
に
、

消
防
車
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。

１９

消防庁舎が新しくなります！
現消防庁舎の耐震性の問題、施設及び設備の老朽化な

どをうけ、新しい消防庁舎を鹿角警察署の西側に建設す
ることになりました。消防救急無線のデジタル化と併せ
て平成２７年８月の運用を予定しています。
新庁舎は、火災や救急をはじめ、各種災害に迅速に対

応できる新たな防災拠点として、安全性を備えた設計と
なっており、皆様により一層の安全、安心を発信できる
消防庁舎を目指しております。
また、現庁舎は解体され、救急車１台と職員４名程度

を配置した南出張所（仮称）として生まれ変わります。

新消防庁舎のイメージ図

消
す
ま
で
は心

の
警
報Ｏ

Ｎ
の
ま
ま

（全
国
統
一
防
火
標
語
）

消
防
団
に
よ
る
火
災
想
定
訓
練

鹿角市消防団第９分団第２部（八幡平湯瀬地

区）のポンプ車を更新しました。従来のポンプ

車に比べ水を吸い上げる速度が向上し、消防団

員が迅速に活動できるよう設計されています。

秋
田
県
で
は
、
防
災
教
育

の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め

地
震
体
験
車
を
導
入
し
ま
し

た
。
震
度
７
ま
で
の
地
震
や
、

日
本
海
中
部
地
震
の
揺
れ
な

ど
を
再
現
で
き
ま
す
。

鹿
角
管
内
に
は
、
六
月
に

小
坂
町
の
「
ア
カ
シ
ア
ま
つ

り
」
、
九
月
に
鹿
角
市
の
「

か
づ
の
元
気
フ
ェ
ス
タ
」
で

登
場
し
ま
す
。
い
ざ
と
い
う

と
き
に
何
が
で
き
る
の
か
、

こ
の
機
会
に
是
非
体
験
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

２月１４日、秋田ビューホテルにおいて「第

３７回消防職員意見発表秋田県大会」が行われ、

髙田陽平副士長が出場しました。昨年の豪雨災

害を教訓に「防災意識向上のために」と題して

圏民を防災指導員として養成することを提案。

命を守る知識を身につけてほしいと訴えました。

昨
年
に
引
き
続
き
、
花
輪

第
一
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
に

消
防
水
利
の
除
雪
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
除
雪
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
取
り
組

み
で
、
雪
に
す
っ
ぽ
り
と
埋

ま
っ
た
消
火
栓
な
ど
を
汗
を

か
き
な
が
ら
一
生
懸
命
掘
り

出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
は
例
年
に
比
べ
る
と

積
雪
の
少
な
い
冬
で
し
た
が
、

も
し
も
の
時
に
備
え
て
除
雪

を
し
て
い
た
だ
い
た
住
民
の

皆
様
に
も
あ
わ
せ
て
感
謝
を

申
し
あ
げ
ま
す
。



「
消
防

そ
の
愛
と
力
」
を
テ
ー
マ
に
全
国
か
ら

三
万
七
千
人
が
集
ま
り
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
の
も
と
、
東
日
本
大

震
災
な
ど
で
殉
職
し
た
消
防
職
団
員
に
対

し
黙
祷
が
行
わ
れ
、
消
防
活
動
に
貢
献
し

た
個
人
・
団
体
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
「
日
本
消
防
の
歩
み
と
展
望
」

と
題
し
、
新
旧
消
防
ポ
ン
プ
に
よ
る
放
水

実
演
や
、
大
地
震
を
想
定
し
た
救
助
救
急

訓
練
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
は
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
、
消
防
音
楽
隊
や
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
鼓
笛
隊
の
演
奏
、
ア
イ
ド
ル
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
復
興
支
援
ソ
ン
グ
、
布
施
明

さ
ん
の
歌
の
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

秋
田
県
消
防
協
会
鹿
角
支
部
か
ら
も
、

消
防
職
団
員
三
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

い
ざ
と
い
う
と
き
、

土
の
う
が
間
に
合
わ
な

い
場
合
に
、
簡
易
的
に

で
き
る
方
法
を
紹
介
し

ま
す
。
あ
く
ま
で
も
、

小
規
模
な
水
害
で
、
水
深
の
浅
い

初
期
段
階
に
行
う
も
の
で
す
。

大
雨
や
強
風
は
、
地
震
と
同
じ
く
時
に
よ
っ
て
は
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
す
。
昨
年
の
八
月
九
日
に
鹿
角
で
も
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
の

雨
が
降
り
、
各
地
区
で
災
害
が
頻
繁
に
発
生
し
ま
し
た
。

地
震
の
備
え
と
同
じ
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
風
水
害
に
対
す
る
備
え
を
し
て
、

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

水
害
に
備
え
て

山
菜
採
り
に
よ
る
遭
難
事
故
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。
絶
対
に

迷
わ
な
い
と
い
う
過
信
は
持
た
ず
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〈
入
山
前
〉

◆
家
族
に
行
き
先
や
帰
宅
時
間
を
伝
え
る
。

◆
事
前
に
天
候
を
確
認
し
、
悪
天
候
時
は
入
ら
な
い
。

◆
目
立
つ
服
装
を
し
、
寒
さ
対
策
を
万
全
に
す
る
。

（
赤
や
黄
、
白
な
ど
の
服
装
が
目
立
ち
ま
す
！
）

◆
水
や
食
料
、
持
病
の
薬
を
持
つ
。

◆
携
帯
電
話
、
ラ
イ
タ
ー
、
発
煙
筒
な
ど
を
持
つ
。

〈
入
山
時
〉

◆
一
人
で
入
山
し
な
い
。
日
没
前
に
下
山
す
る
。

◆
仲
間
同
士
で
、
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
行
動
す
る
。

大
木
な
ど
の
目
標
物
で
常
に
位
置
を
確
認
す
る
。

◆
自
分
の
体
力
や
体
調
に
合
わ
せ
無
理
は
し
な
い
。

◆
崖
や
急
斜
面
な
ど
、
危
険
な
場
所
は
避
け
る
。

消防団120年 自治体消防65周年

こ
こ
数
年
、
暑
い
夏
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
熱
中
症
対
策
は
万
全
で
す
か
？

「
去
年
、
大
丈
夫
だ
っ
た
か
ら
・
・
」
と
油
断
し
な
い
で
、
し
っ
か
り
と
し
た

対
策
を
取
っ
て
楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

〈
熱
中
症
の
初
期
症
状
〉

・
体
が
だ
る
い
。

・
吐
き
気
や
頭
痛
が
す
る
。

・
頭
が
ぼ
ー
っ
と
す
る
。

〈
危
険
で
す
！
〉

・
多
量
の
発
汗
が
止
ま
る
。

・
け
い
れ
ん
が
あ
る
。

・
言
動
が
お
か
し
い
。

・
皮
膚
が
冷
た
く
感
じ
る
。

〈
対
処
方
法
〉

・
日
陰
や
ク
ー
ラ
ー
の
効
い
た
室
内
に
避
難
す
る
。

・
服
を
脱
が
せ
風
を
当
て
ま
し
ょ
う
。
汗
が
出
て

い
な
け
れ
ば
、
水
で
体
を
濡
ら
す
と
効
果
的
！

・
太
い
血
管
の
近
く
を
冷
や
す
。
（
首
や
脇
の
下
）

・
体
か
ら
は
水
分
だ
け
で
な
く
、
塩
分
も
失
わ
れ

て
い
る
の
で
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
、
経
口
補
水

液
を
飲
む
。

こ
ま
め
な
休
憩
、
水
分
と
塩
分
の
補
給
を
！

「
お
か
し
い
？
」
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
救
急
車
を
！

鹿
角
市

｢
も
う
一
度
｣

火
も
と
確
認

合
言
葉

花
輪
小
学
校
六
年

石
井
華か

瑛え

さ
ん

空
気
が
乾
燥
し
、
風
が
強
く
な
る
春
先
は
、
山
火
事
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

山
火
事
は
燃
え
広
が
る
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
消
火
用
水
の
確
保
や
機
材
の
搬
入

が
難
し
い
場
所
で
発
生
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
消
火
活
動
が
大
変
困
難
と
な

り
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
、
火
事
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
枯
れ
草
な
ど
燃
え
や
す
い
物
の
近
く
で
た
き
火
を
し
な
い
。

◆
た
き
火
か
ら
離
れ
る
時
は
、
完
全
に
火
を
消
す
。

◆
強
風
･
乾
燥
時
は
、
た
き
火
や
火
入
れ
を
し
な
い
。

◆
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
は
し
な
い
。

吸
い
殻
は
必
ず
消
し
て
始
末
す
る
。

◆
火
遊
び
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い
。

秋
田
県
消
防
協
会
鹿
角
支
部
で
は
、
記
念
事
業
と
し
て
小
学
校

六
年
生
を
対
象
に
防
火
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
一
名
、

優
秀
賞
三
名
が
鹿
角
市
・
小
坂
町
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
、
一
月

四
日
に
行
わ
れ
た
消
防
出
初
め
式
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

〈
迷
っ
た
ら
・
・
・
〉

◆
む
や
み
に
動
き
回
ら
ず
、
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
。

◆
呼
び
か
け
な
ど
が
聞
こ
え
た
ら
、
大
き
な
音
を
出
す
。

（
笛
が
便
利
）

◆
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
音
が
聞
こ
え
た
ら
、
広
い
場
所
で

タ
オ
ル
な
ど
を
振
っ
て
合
図
を
す
る
。

小
坂
町

火
の
こ
わ
さ

知
っ
て
行
動

防
ぐ
火
事

小
坂
小
学
校
六
年

成
田
栞か

ん

太た

さ
ん

昨
年
は
、
消
防
団
の
前
身
で
あ
る
「
消
防
組
」
が

明
治
時
代
に
誕
生
し
て
か
ら
一
二
〇
周
年
、
同
じ
く

自
治
体
消
防
が
発
足
し
て
か
ら
六
五
周
年
で
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
一
一
月
二
五
日
、
東
京
ド
ー
ム

を
会
場
に
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

〈
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
〉

家
庭
菜
園
な
ど
で

使
う
プ
ラ
ン
タ
ー
に
、

土
を
入
れ
て
繋
げ
た

も
の
を
レ
ジ
ャ
ー
シ

ー
ト
で
巻
き
込
ん
で

使
用
し
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
ン

タ
ー
の
替
わ
り
に
ポ
リ
タ
ン
ク

に
水
を
入
れ
て
使
う
方
法
も
あ

り
ま
す
。

〈
木
の
板
〉

出
入
り
口
の

前
に
長
め
の
板

な
ど
を
使
用
し

て
、
浸
水
を
防

ぎ
ま
す
。

雨水をガケに流さない

ように水路を作る。

石がきや、よう壁

のひび割れは修理

補強する。

雨どいをきれいに

掃除して、雨水を

流れやすくする。

伸びすぎた庭木は、

被害を与えないよう

枝を落とす。

テレビのアンテナは、

しっかりと固定する。

看板・煙突・軒先は、

金具や木材を用いて

しっかりと固定する。

壊れた外壁は、板で

おおったり、しっか

り押さえる。

ブルーシート等で

ガケを覆い雨水の

しみこみを防ぐ。
くずれそうな場所に

木や板の柵、石積み

をしておく。

水路の掃除。

ガラス窓や戸などは、

ガタつかないように

修理する。

心
肺
停
止
前
の
重
症
患
者
（
一
五
歳
以
上
）
を
対
象
に
救
命
率

向
上
と
後
遺
症
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
、
次
の
行
為
が
拡
大
さ
れ
、

四
月
一
日
か
ら
運
用
さ
れ
ま
す
。

①

低
血
糖
性
の
意
識
障
害
が
疑
わ
れ
る
患
者
に
対
し
て
、
血
糖

値
測
定
を
行
い
、
低
血
糖
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
ブ
ド
ウ
糖

溶
液
を
投
与
し
ま
す
。

②

血
圧
が
低
下
し
、
心
臓
停
止
状

態
と
な
る
危
険
性
が
あ
る
患
者
や
、

重
い
も
の
に
長
時
間
挟
ま
れ
て
血

液
の
め
ぐ
り
が
悪
く
な
っ
て
い
る

患
者
に
対
し
点
滴
を
行
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
行
為
も
救
急
救
命
士
が

所
定
の
講
習
を
修
了
し
、
医
師
の
指

示
を
電
話
で
受
け
て
、
処
置
を
行
い

ま
す
。

救急救命士が行う
処置が拡大されます！



編集・発行 鹿角広域行政組合消防本部

〒018-5201 秋田県鹿角市花輪字高井田64番地2
T E L 0186-23-5601（代表）
F A X 0186-23-5605（消防本部）

0186-23-5603（消 防 署）
E-MAIL info@fdkazuno.jp

ホームページアドレス http://www.fdkazuno.jp
携帯電話用災害情報サイト http://www.fdkazuno.jp/keitai
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